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国際ロータリーテーマ

2023-2024 年度
ＲＩ会長  ゴードン R. マッキナリー

第 2500 地区ガバナー
鶴見 誠一郎（紋別港 RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 「ガバナー公式訪問例会」（理事会）

会員増強・新クラブ結成推進月間
「ガバナー補佐及び 各クラブ会長・幹事 表敬訪問」（理事会）

■ロータリーソング：それでこそロータリー　　■ソングリーダー：小林　裕介君
■会員数　  99 名
■ビジター   
国際ロータリー第 2500 地区第 7分区ガバナー補佐・佐渡正幸君　ガバナー補佐幹事　篠原恒也君　阿部壽朗君　荒木潤一君
釧路北ロータリークラブ会長　菊池美恵子君　幹事　佐久間泰弘君　白糠ロータリークラブ会長　片山清孝君　幹事　森　武人君
釧路西ロータリークラブ会長　金田　剛君　副幹事　平　信二君　釧路東ロータリークラブ　会長　板本良治君　幹事　清水荘一君
音別ロータリークラブ会長　工藤　勝君　幹事　秡川智行君　釧路南ロータリークラブ会長　長江孝文君　幹事　佐藤真之介君
釧路ベイロータリークラブ会長　千葉潔君　幹事　横山　豊君　釧路北ローターアクトクラブ会長　小島大輝君　幹事　佐井滉基君

 

　『ハンマー伝達式』
司会　樋口　貴広副会長

　本日は開会に先立
ちまして『ハンマー
伝達式』を執り行い
ます。
ハンマーの伝達は、
滝越直前会長より天
方ＳＡＡへ、天方Ｓ

ＡＡより後藤会長へお渡しいただきます。事務局・大
山さん、滝越直前会長へハンマーをお渡しください。
　滝越直前会長より天方ＳＡＡへ、天方ＳＡＡより後
藤会長へ、ハンマー伝達
（拍手）
　ただいま、後藤会長がしっかりとハンマーを受け取
りました。皆さま、どうぞ温かい激励の拍手をお願い
いたします。
　それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統あ
るハンマーを受け継ぎました後藤会長、点鐘をお願い
いたします。

乾杯挨拶　小船井　修一パストガバナー
　それでは、乾杯の音頭を取らせていただきますが、
後藤会長の最初のスタートであります。皆さまようこ
そお越しいただきました。ありがとうございます。
　今年度は、先ほどもガバナー補佐とお話しをしてい

ましたが、鶴見さ
んは 1974 年６月
27日生まれ、49歳
です。私ども 2500
地区が札幌から分
かれて以来、一番
若いガバナーが出

たと思います。ちなみに私どもでは、逝去された清水
幸彦先生が今まで 51歳６カ月、１月１日生まれでし
たからその意味で一番若いガバナーの記録でしたが、
今回、記録を塗り替えます。
　来週から第７分区には『公式訪問』で、最初に鶴見
ガバナーがおじゃますると思いますが、可愛がって
やってください。可愛がるって変な言い方ですけれど、
このロータリーでは若干の 49歳です。他の団体だと
49歳はもういい歳かもしれませんが、まだまだ彼に
は未来がありますので、ご指導をいただく気持ちを持
ちながら公式訪問を迎えていただくことをお願い申し
上げまして、この場から皆さまが１年間、無事に終了
すること。もちろん当初の目標を実現することを願い
まして乾杯をさせていただきます。
「乾杯」
ありがとうございました。

後藤　公貴会長
　お食事を続けなが
ら、お耳だけ少し傾
けていただければと
思います。
改めまして、今年度
釧路ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり

ました後藤公貴です。
　佐渡ガバナー補佐をはじめ、ガバナー補佐事務局の
皆さま、そして第７分区内の会長・幹事、そして副幹
事の皆さま、ようこそ釧路ロータリークラブの今年度
第１回目の例会にお越しくださいました。限られた時
間、そして多少の緊張感の中とは思いますけれども、
ぜひわがクラブの雰囲気を楽しんでいただければと
思っております。
そして、釧路ロータリークラブメンバーの皆さまには、
本日の第１回目の例会は、私どものお正月の元日とい
うことになります。この新年度を迎えるに当たりまし
て、皆さまが新たな担えの中で、そして新たな決意を
持って邁進されることを心よりご祈念申し上げます。
そして、わがクラブを、そしてロータリーを存分に楽
しむ１年間にしていただければと強く願うところであ
ります。
　本日は、短くさせていただき、最後になります。１
年間は、皆さまのご指導ご鞭撻をもって頑張ってまい
りたいと思っております。皆さまご存じのとおり若輩
の会長です。皆さまのご協力がなければ前に進んで行
けません。私も１年間を一生懸命頑張りますので力を
貸していただくようお願い申し上げまして、本日のご
挨拶と代えさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんにちは。幹事の佐藤です。１年間どう
ぞよろしくお願いします。
幹事報告をさせていただきます。５点あります。
まず、『地区大会』のご案内が来ております。こちら
は後ほど皆さまにメールでご案内いたしますが、締め
切りが７月 21日、再来週となっておりますので、タ
イトなスケジュールとなっておりますが、皆さまご確
認をよろしくお願いいたします。
　続きまして、『清水パストガバナーお別れ会』につ
いてです。前年度の中島幹事からもご案内がありまし
たが、７月 25日水曜日 18時～ 20時、釧路センチュ
リーキャッスルホテル 2階にて執り行われます。こ
ちらは清水輝彦会員ならびにご家族様、清水病院様よ
り釧路ロータリークラブで当日会場のご協力の要請が

来ております。皆さまご協力をよろしくお願いいたし
ます。
それに伴いましてお悔やみの文書が届いております。
ＲＩ会長ならびに会長理事に代わり、事務総長ジョン・
ヒューコ様よりお悔やみの言葉が送られて来ておりま
す。掲示板に掲示しておりますので、ご覧いただきま
すようお願いいたします。
　続きまして、清水輝彦君より暑中お見舞いのお葉書
が届いております。こちらも掲示板に張らせていただ
いております。ご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　また、本日、例会終了後に『理事会』があります。
2階ローズホールですので、理事者の皆さま、ご出席
をお願いいたします。
　最後になりますが、『全道中学親善硬式野球大会』
のポスターが届いております。本日は例会終了後に皆
さまお持ち帰りいただきまして目立つ所に張っていた
だければと思います。
以上、大変長くなりましたが、幹事報告とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

第 7分区　佐渡　正幸ガバナー補佐
　　　　篠原　恒也ガバナー補佐幹事
　　　　荒木　潤一ガバナー補佐幹事
　　　　阿部　壽朗ガバナー補佐幹事

　皆さま、こんに
ちは。改めまして
2023－2024 年度
国際ロータリー第
2500 地区第７分区
ガバナー補佐を務
めます釧路北ロー

タリークラブ所属の佐渡正幸です。そして、ガバナー
補佐幹事を務めます篠原恒也君、荒木潤一君、そして
阿部壽朗君です。１年間大変お世話になります。どう
ぞよろしくお願いします。（拍手）
　先月６月８日に釧路クラブ様において講話をさせて
いただく機会をいただきました。前年度の滝越会長、
中島幹事には大変お世話になりまして、ありがとうご
ざいます。
その後、本年度から始まりました『事前のクラブ協議
会』では、私が主導の中で催をさせていただきました。
会長・幹事・役員・理事の皆さまから本当に真摯なる
ご発表をいただきまして、心から感謝御礼を申し上げ
る次第でございます。
　さて、釧路ロータリークラブは 1936 年の創立です。
この北海道ならびに７分区において、常にリーダーク

ラブとして素晴らしい活動を展開されているクラブと
私は思っております。常にロータリーの理念を遵守し、
その中で活動をされています。嵯峨さん、清水幸彦さ
ん、そして小船井さん、吉田潤司さんと多くのガバナー
を輩出し、分区内・地区内のみならず、国際奉仕、Ｒ
Ｉの活動についても深く理解をして活動をしているク
ラブと思っている次第です。
先ほど、小船井パストガバナーからも、本年度の鶴見
誠一郎ガバナーの話もありましたが、彼は若きリー
ダーとして頑張っていきます。私はガバナー補佐とし
てしっかりと鶴見ガバナーを補佐し支援していく立場
ですので、その役目を果たしていきたいと思っている
次第です。地区の中の情報をいち早く７分区に伝え、
そして分区内のそれぞれのクラブ活動を逆に地区に発
信していく役割を真摯に務めていきたいと思っており
ます。
　鶴見ガバナーのスローガンは『今こそ変わる勇気を !
　さぁ、一歩前へ』です。若きリーダーとしていろい
ろな改革をしながら、2500 地区ならびに各クラブの
活性化という目的が心根にあると思っていますので、
そのような思いで私も補佐したいと思っております。
　７分区の事業につきましては、先ほど後藤会長から
も話がありましたが、７月 29・30日に『全道中学親
善硬式野球大会』
が開催されます。
昨日も北海道新聞、
釧路新聞に赴き、
その話もしっかり
とさせていただき
ました。取材の方
もしっかり頼んできましたので、この活動を分区のみ
ならず地域の皆さまに、北海道の野球関係者の皆さま
に広く伝えていくことによって、ロータリーの公共的
イメージも図っていきたいと思っています。
　そして、分区内の一番のイベント事業『ＩＭ』につ
きましては、３月 16日土曜日に釧路北ロータリーク
ラブホストの下、開催をさせていただきます。「セレ
モニー」「プログラム」そして「友愛の広場」の中で、
しっかりと分区内の 310 名あまりのロータリアンの
皆さまと友情そして奉仕を深める大会としていきたい
と思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ本年度後
藤会長、そして佐藤幹事の下で、素晴らしいリーダー
シップで進んで行っていただきたいと思います。これ
から釧路クラブが 90周年、100 周年に向けて更なる
発展をご期待申し上げましてガバナー補佐としての挨
拶とさせていただきます。
　本年１年、大変お世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

釧路北ロータリークラブ　
　　　　菊池　美恵子会長、佐久間　泰弘幹事

　皆さま、こんにち
は。2023-2024 年
度北ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり
ました菊池美恵子で
す。横にいるのは幹
事の佐久間泰弘で

す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、鶴見ガバナーは今年度「挑戦」をテーマに掲
げられております。北ロータリークラブもそれに習い
まして、あらゆる挑戦・チャレンジをする例会を展開
してまいります。
そして、今年度の北ロータリークラブの会長方針は
「のっく！のっく。のっく。～For Wellbeing～」です。
この「のっく」とは、扉を叩く音です。何の扉か、２
つございます。「心の扉」と「日本の扉」です。
　１つ目の「心の扉」は、ＤＥＩの Inclusion（インク
ルージョン）のためにロータリーの目的のひとつ、親
睦のための「のっく」です。親睦を図るということは、
夜のお酒の席を多く設けるのかと想像されると思いま
すが、そうではなく、会員の職業理解を通じて会員の
理解を深めるというものです。あらゆる職業の置かれ
ている状況・問題点、そしてお得情報を共有して会員
の新たな違った角度から会員理解を深めるという狙い
です。
　2つ目、ロータリーはグローバルな団体です。外国
の方と接することも多々あるかと思います。その時に、
日本の文化について問われた時に窮することもあるか
と思います。特に男性は、文化面について少し不得意
の方が多いかと思います。「ロータリーとは」を語る
ことももちろん大事です。学ぶことも大事です。です
が、その前に日本人のアイデンティティーの元となる
ものを語れるロータリアンでありたい。そう願う訳で
す。ということで、2つ目の扉は、「日本を知り、日
本を楽しむ」という扉です。
また、先ほどご挨拶した佐渡ガバナー補佐ですが、今
年度は北ロータリークラブからガバナー補佐を輩出さ
せていただきました。ということは、来年は『ＩＭ』
を担当することになると思います。釧路ロータリーク
ラブの多くの方にご協力・ご理解を賜ることになるか
と思いますので、その節はどうぞよろしくお願いいた
します。
そして、北ロータリーは、今年度 65周年を迎えます。
「５」という数字は飛躍の数字であり、卯年でもあり、
飛躍の数字ということで、なかなか良い数字ですが、
ちょっとした小さな事業をさせていただく予定にして
おります。
そして９月 30日、地区補助金をいただき釧路の始ま

りを祝う事業を行う予定です。釧路ロータリークラブ
の皆さまもお時間がありましたらどうぞ参加されて、
ちょっと顔を出して交流を深めていただければ幸いで
す。
　ゴードン R. マッキナリー会長は「世界の色にロー
タリーの輪を染めよう」と掲げられております。「世
界の色」、皆さまご承知でしょうか。釧路クラブの方
ですからもちろんご存じでしょう。向かって右にあり
ますロータリーのロゴ、そちらに表れている華やかな
色の組み合わせで明るい未来を予兆するものです。わ
が北ロータリークラブもロータリーの輪を世界の色に
染めたい。そして皆さまとご縁をつないでクラブ交流
を盛んにしてロータリーの輪が染まり、広がっていけ
ればいいと思っております。
　最後になりますけれども釧路ロータリークラブの会
長さんも幹事さんも飲食業ですので恐縮ですが、夜、
お出かけになられて、締めにはウチの幹事の「ＢＡＲ
佐久間」がございます。今年、北海道でチャンピオン
になりましたカクテルをご賞味いただいてお帰りにな
るのも一興かと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　それでは、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　
　　　　片山　清孝会長、森　　武人幹事

　白糠クラブの片山
です。森です。どう
ぞよろしくお願いし
ます。今日は森から
挨拶をさせますか
ら。
　失礼します。幹事

の森です。前年度ガバナー補佐の美馬より言付けを預
かっておりますので、お話をさせていただきます。
先般、開催いたしました『ＩＭ白糠大会』におきまし
ては、時節柄大変ご多用の中、小船井パストガバナー
には『基調講演』の講師をお引き受けて賜り大変有用
なお話を聞かせていただきありがとうございました。
また、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまして
は、ＪＲをチャーターして白糠へご来場いただき大変
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
2023-2024 年度の後藤会長をはじめ佐藤幹事のます
ますのご健勝をご祈念申し上げ、また釧路ロータリー
クラブ会員皆さまのますますのご隆盛をご祈念申し上
げまして簡単粗辞ではありますけれどもご挨拶に代え
させていただきます。
１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　
　　　　金田　　剛会長、平　　信二副幹事

　こんにちは。西
ロータリークラブの
会長を務めます金田
と申します。今日は
幹事が欠席ですの
で、副幹事の平信二
君です。１年間、よ

ろしくお願いいたします。
　私は、２度目の会長でして、前回は５年前でした。
釧路クラブは脇会長の時に一緒にいろいろとやらせて
いただきまして、大変お世話になりました。
２度目の会長といいましても西クラブは人数が少ない
ので、私は 46歳で２回も回ってきました。46歳と
いいますと釧路クラブの幹事・佐藤君が中学の同級生
でして、サトペと呼んで遊んでいた仲です。
簡単で、このような感じですけれども若いだけで、な
んとか元気を持って行こうと思っていますので、ぜひ
温かい目で見ていただければと思います。
　1年間、よろしくお願いします。

　
釧路東ロータリークラブ　
　　　　板本　良治会長、清水　荘一幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度東ロータリークラ
ブの会長を務めます
板本です。隣におり
ますのが幹事の清水

荘一君です。不慣れな２人ですけれども１年間、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より当東クラブ
に対しまして特段のご厚情を賜り感謝とお礼を申し上
げます。ありがとうございます。
　さて、今年度のＲＩテーマは「世界の希望を生み出
そう」、そして 2500 地区の活動方針は「今こそ変わ
る勇気を！さぁ、一歩前へ」ということで、ロータリー
のつながりを生かし大きな夢を共に抱き、いま何を感
じ、描く未来へ向かってどのように行動するか。行動
することに意味があると謳われております。
こうした指針に応えるため当クラブは、昨年と同じ
33名でスタートしますが、クラブ設立 54年に亘っ
て先輩たちが培って来られたクラブ活動について、今
後はどうあるべきかを想像して、5年・10年後も個
性的で魅力あるクラブづくりを描いてみたいと思って
おります。
そして、釧路東ロータリークラブは、今年もポリオ基
金への協力や地域奉仕活動を継続するとともに、クラ
ブの活動を通して会員同士の親睦を一層深め、活力あ

るクラブ運営を行っていきたいと思っております。
佐渡ガバナー補佐の方針に基づいて篠原・荒木・阿部
補佐幹事とともに補佐を盛り立てていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のます
ますのご発展、後藤会長・佐藤幹事のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて表敬訪問の挨拶とさ
せていただきます。
　本日は、誠にありがとうございました。１年間、よ
ろしくお願いいたします。

音別ロータリークラブ　
　　　　工藤　　勝会長、祓川　智行幹事

　釧路ロータリーク
ラブの皆さま、こん
にちは。ただいまご
紹介いただきました
音別ロータリークラ
ブ本年度の会長は
45代目ですけれど

も、会長を務めさせていただきます工藤勝と申します。
隣におりますのが幹事を務めます祓川智行君です。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より音別クラブ
に対しまして格別なるご高配を賜りまして誠にありが
とうございます。感謝申し上げます。
　さて、音別ロータリークラブは昨年度、荻原前会長
の尽力の下で４名の新入会員を迎えることができまし
た。今年度 16名でのスタートとなりました。私は経
験だけは長く音別ロータリークラブに入りまして 44
年が過ぎましたけれども、この間の時代の変化ととも
にＲＩの規定が変化して結構緩くなってきた感じがし
ます。奉仕のやり方等も随分変わってきた感じもしま
す。私自身、その中で年数は経っていますけれども結
構理解できていない部分があります。
そのようなことを踏まえて、今年度の音別ロータリー
クラブの会長方針は「ともにロータリーを学びましょ
う」とさせていただきました。例会が有意義に、楽し
く話ができたり聞かされたりすることを感じられる例
会であることが、当クラブの重点目標のひとつでもあ
る会員増強・退会防止に大変必要なことであると思い
ます。ロータリーを共に学ぶためのひとつとして例会
のプログラムを充実させなければならないとも考えて
おります。
この度の表敬訪問をとおして、釧路の各クラブ様には
ずっとお願いをしてまいりましたことで、どうぞ音別
ロータリークラブにメイクアップをしていただき、楽
しいほんわかとした卓話でも行っていただければ大変
ありがたいと思っております。釧路市内からだいぶ離
れておりますので、遠く大変ではありますけれども。

もちろん卓話なしでもメイクアップをしていただけれ
ば感謝いたします。これからの１年は地区内、また分
区内の行事等を積極的に多くの会員が参加できるよう
に務めてまいりたいと思います。
　結びとなりますけれども、釧路ロータリークラブ様
のますますのご繁栄と後藤会長・佐藤幹事はじめ会員
皆さまのご健勝とご活躍をご祈念申し上げまして私の
表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　
　　　　長江　孝文会長、佐藤　真之介幹事

　皆さん、こんに
ちは。ただいまご
紹介いただきまし
た釧路南ロータ
リークラブ会長を
仰せつかりました
長江孝文と申しま

す。隣におりますのは幹事の佐藤真之介君です。
私は入会をして６年目、佐藤幹事は７年目になります。
私は幹事を経験していない会長になります。今回、表
敬訪問に参加することも初めてという未熟者な２人で
すが、１年間どうぞよろしくお願いします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃よりわがクラブ
に対して特段のご厚情を賜り心より感謝とお礼を申し
上げます。先ほどもお話したとおり表敬訪問に参加す
ることが初めてでして、釧路クラブ様に参加すること
も初めてになります。人数もたくさんおりますし、知
り合いもたくさんおります。お世話になった先輩メン
バーもたくさんいるということで、とても緊張をして
おりますが、一言、ご挨拶申し上げたいと思います。
　３年以上の長きに亘り猛威を振るった新型コロナウ
イルスにより、人とふれあうことが悪とされる期間が
続き、クラブにおいて会員減少・出席率低下などの問
題はより一層大きく深くなっていると感じておりま
す。
そのような問題を解決すべく、わがクラブの培ってき
たアットホームで楽しい雰囲気を守りつつ、いままで
行ってきた事業・例会を継承しながら、また新しい事
業に挑戦していく。会員同士そして家族が交流し、友
情と理解を強く深めていくことが必要であると考えて
おります。
そのような思いから、わがクラブのスローガンを「勇
気を持って挑戦し続けよう」としました。変化に恐れ
ず勇気を持って前進し、新しい行動、新たな事業の取
り組みに挑戦し続けることがロータリアンとしての大
切な使命と考え、クラブ運営に努めていきたいと思っ
ております。一生懸命頑張って南クラブを盛り上げて
いきたいと思っております。

　最後になりますが、釧路ロータリークラブ会員の皆
さまのますますのご活躍とご健勝をお祈りいたしまし
て表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願いします。

釧路ベイロータリークラブ　
　　　　千葉　　潔会長、横山　　豊幹事

　さま、こんにちは。
今年度釧路ベイロー
タリークラブ第 27
代会長を仰せつかり
ました千葉潔と申し
ます。そして隣にお
りますのが今年度幹

事の横山豊君です。まだまだ未熟な２人ですが、１年
間どうぞよろしくお願いいたします。先ほど、小船井
様より乾杯のご挨拶をいただきました。その言葉を
しっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいりたいと思い
ます。ありがとうございました。
先ほど、小船井様より乾杯のご挨拶をいただきました。
その言葉をしっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいり
たいと思います。ありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様には、日頃より当クラブに対
して格別のご高配を賜り心から感謝とお礼を申し上げ
ます。ありがとうございます。
前年度は、第７分区事業として『飲酒運転撲滅及びチャ
リティーパークゴルフ大会』を開催し、当クラブはホ
スト役を務めさせていただきました。その際は、釧路
ロータリークラブ様にも大変ご尽力をいただきまして
誠にありがとうございました。また滝越直前会長・中
島直前幹事には、１年間大変お世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。ありがと
うございます。
　釧路ベイロータリークラブは、今年度会員数 19名・
新入会員２名・計 21名でスタートいたします。また
新型コロナウイルス感染症も、現在では第９波ます。
今年度は、当クラブの会員・家族を今まで以上に大切
に考えながら、新入会員の入会を推進し、他クラブと
の交流の輪をより一層広げる意味の思いを込めて「広
げようロータリーの輪」を会長方針といたしました。
良いところは継承しつつ、時代の流れに沿った新しい
ところを取り入れ、周りの人たちとの大きな輪ができ
ますように１年間頑張ってまいります。
また第７分区としては、各クラブの会長・幹事・皆さ
まと協力し合い、佐渡ガバナー補佐を支え分区として
の活動を盛り上げてまいりたいと思います。
　結びになりますが、後藤会長・佐藤幹事のますます
のご活躍と釧路ロータリークラブ会員皆さまのご盛栄
とご健勝をご祈念申し上げ表敬訪問の挨拶とさせてい
ただきます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　
　　　　小島　大輝会長、佐井　滉基幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
に与りました釧路北
ローターアクトクラ
ブ第 53代会長を拝
命いたしました小島
大輝と申します。隣

におりますのが、今年度幹事の佐井滉基会員です。ど
うぞ皆さま、１年間よろしくお願い申し上げます。
　はじめに、後藤会長・佐藤幹事をはじめとする釧路
ロータリークラブの皆さまには、毎年の助成金と多大
な支援をいただきまして、会員一同心より御礼申し上
げます。私自身今回このような場で皆さまに直接お会
いして感謝の気持ちをお伝えする場をいただけたこと
を心より嬉しく、また非常に楽しみにしておりました。
昨年度は加納直前会長の下、会員数が９名からと人数
が少ないスタートとなり、会員数の増強を一番の課題
とした１年間でした。その中で、河川敷清掃やハロウィ
ンイベントなど様々な活動に取り組みまして、最終的
には７名の新入会員を迎えることができ、現在 16名
のクラブとなっております。
こうしたアクトクラブの活動ですが、アクト会員だけ
で成り立っているものではなく、ロータリアンの皆さ
まをはじめとする多くの関係の皆さまのお力添えのも
とで成り立っていると強く感じております。釧路ロー
タリークラブの皆さまにも河川敷清掃の際には、直前
会長の滝越様、直前幹事の中島様に河川敷清掃にお越
しいただきました。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年度のテーマは「ともに開く活動の架け橋」
としました。クラブの会員一人ひとりが同じ目的を共
有して活動を行い、その活動をクラブの内外に広げて
行きたいとの思いからこのテーマを掲げさせていただ
きました。１番の重点目標としては、会員一人ひとり
がゲストを自分たちの例会にお呼びしたい、お越しい
ただきたいと思うような例会づくりを目指してまいり
ます。
　重ねてのお願いになりますが、釧路ロータリークラ
ブの皆さまには、ローターアクトクラブ

の活動を見てご興味を持たれた方がおられましたら、
18歳～30歳のお知り合いや従業員の方がいらっしゃ
ればぜひご入会を検討していただきまして、会長また
は幹事にご一報いただければ幸いです。
私自身、勤務先である税理士法人トップマネジメント・
甲賀伸彦所長の下、企業会員としてクラブに参加して
おります。おそらく私のような未熟な若輩者をクラブ

に入れるということで、所長もすごく心配をしたと思
いますけれども、クラブ活動の中で、こうした皆さま
がいる場でのご挨拶や礼儀作法などクラブに入ったこ
とで得られた貴重な経験がたくさんあります。ぜひ皆
さまもそのような経験を得られる機会だと感じており
ますので、ご検討いただければ幸いです。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブの皆さま
の今後ますますのご発展とご健勝を祈念いたしまして
表敬のご挨拶とさせていただきます。
　どうぞ皆さま１年間、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

会長謝辞 　後藤公貴会長
　余談からになりま
すけれども、北ロー
ターアクトクラブの
小島会長が甲賀先生
の前で話すというこ
とで大変緊張してお
りました。実は一昨

日「紙を見たら絶対にダメだからな」とプレッシャー
をかけておきました。甲賀先生、立派な挨拶でしたよ
ね。これからも自信を持って頑張ってください。
　本日ご来訪いただきました佐渡ガバナー補佐をはじ
めとします第７分区内の会長の皆さまの本年度の意気
込み、そしてわがクラブへのお気遣いのお言葉を大変
ありがとうございました。心からの感謝を申し上げさ
せていただきまして謝辞と代えさせていただきます。
　誠にありがとうございます。



 

■ 本日のプログラム ■
ガバナー補佐及び 各クラブ会長・幹事 表敬訪問

　『ハンマー伝達式』
司会　樋口　貴広副会長

　本日は開会に先立
ちまして『ハンマー
伝達式』を執り行い
ます。
ハンマーの伝達は、
滝越直前会長より天
方ＳＡＡへ、天方Ｓ

ＡＡより後藤会長へお渡しいただきます。事務局・大
山さん、滝越直前会長へハンマーをお渡しください。
　滝越直前会長より天方ＳＡＡへ、天方ＳＡＡより後
藤会長へ、ハンマー伝達
（拍手）
　ただいま、後藤会長がしっかりとハンマーを受け取
りました。皆さま、どうぞ温かい激励の拍手をお願い
いたします。
　それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統あ
るハンマーを受け継ぎました後藤会長、点鐘をお願い
いたします。

乾杯挨拶　小船井　修一パストガバナー
　それでは、乾杯の音頭を取らせていただきますが、
後藤会長の最初のスタートであります。皆さまようこ
そお越しいただきました。ありがとうございます。
　今年度は、先ほどもガバナー補佐とお話しをしてい

ましたが、鶴見さ
んは 1974 年６月
27日生まれ、49歳
です。私ども 2500
地区が札幌から分
かれて以来、一番
若いガバナーが出

たと思います。ちなみに私どもでは、逝去された清水
幸彦先生が今まで 51歳６カ月、１月１日生まれでし
たからその意味で一番若いガバナーの記録でしたが、
今回、記録を塗り替えます。
　来週から第７分区には『公式訪問』で、最初に鶴見
ガバナーがおじゃますると思いますが、可愛がって
やってください。可愛がるって変な言い方ですけれど、
このロータリーでは若干の 49歳です。他の団体だと
49歳はもういい歳かもしれませんが、まだまだ彼に
は未来がありますので、ご指導をいただく気持ちを持
ちながら公式訪問を迎えていただくことをお願い申し
上げまして、この場から皆さまが１年間、無事に終了
すること。もちろん当初の目標を実現することを願い
まして乾杯をさせていただきます。
「乾杯」
ありがとうございました。

後藤　公貴会長
　お食事を続けなが
ら、お耳だけ少し傾
けていただければと
思います。
改めまして、今年度
釧路ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり

ました後藤公貴です。
　佐渡ガバナー補佐をはじめ、ガバナー補佐事務局の
皆さま、そして第７分区内の会長・幹事、そして副幹
事の皆さま、ようこそ釧路ロータリークラブの今年度
第１回目の例会にお越しくださいました。限られた時
間、そして多少の緊張感の中とは思いますけれども、
ぜひわがクラブの雰囲気を楽しんでいただければと
思っております。
そして、釧路ロータリークラブメンバーの皆さまには、
本日の第１回目の例会は、私どものお正月の元日とい
うことになります。この新年度を迎えるに当たりまし
て、皆さまが新たな担えの中で、そして新たな決意を
持って邁進されることを心よりご祈念申し上げます。
そして、わがクラブを、そしてロータリーを存分に楽
しむ１年間にしていただければと強く願うところであ
ります。
　本日は、短くさせていただき、最後になります。１
年間は、皆さまのご指導ご鞭撻をもって頑張ってまい
りたいと思っております。皆さまご存じのとおり若輩
の会長です。皆さまのご協力がなければ前に進んで行
けません。私も１年間を一生懸命頑張りますので力を
貸していただくようお願い申し上げまして、本日のご
挨拶と代えさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんにちは。幹事の佐藤です。１年間どう
ぞよろしくお願いします。
幹事報告をさせていただきます。５点あります。
まず、『地区大会』のご案内が来ております。こちら
は後ほど皆さまにメールでご案内いたしますが、締め
切りが７月 21日、再来週となっておりますので、タ
イトなスケジュールとなっておりますが、皆さまご確
認をよろしくお願いいたします。
　続きまして、『清水パストガバナーお別れ会』につ
いてです。前年度の中島幹事からもご案内がありまし
たが、７月 25日水曜日 18時～ 20時、釧路センチュ
リーキャッスルホテル 2階にて執り行われます。こ
ちらは清水輝彦会員ならびにご家族様、清水病院様よ
り釧路ロータリークラブで当日会場のご協力の要請が

来ております。皆さまご協力をよろしくお願いいたし
ます。
それに伴いましてお悔やみの文書が届いております。
ＲＩ会長ならびに会長理事に代わり、事務総長ジョン・
ヒューコ様よりお悔やみの言葉が送られて来ておりま
す。掲示板に掲示しておりますので、ご覧いただきま
すようお願いいたします。
　続きまして、清水輝彦君より暑中お見舞いのお葉書
が届いております。こちらも掲示板に張らせていただ
いております。ご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　また、本日、例会終了後に『理事会』があります。
2階ローズホールですので、理事者の皆さま、ご出席
をお願いいたします。
　最後になりますが、『全道中学親善硬式野球大会』
のポスターが届いております。本日は例会終了後に皆
さまお持ち帰りいただきまして目立つ所に張っていた
だければと思います。
以上、大変長くなりましたが、幹事報告とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

第 7分区　佐渡　正幸ガバナー補佐
　　　　篠原　恒也ガバナー補佐幹事
　　　　荒木　潤一ガバナー補佐幹事
　　　　阿部　壽朗ガバナー補佐幹事

　皆さま、こんに
ちは。改めまして
2023－2024 年度
国際ロータリー第
2500 地区第７分区
ガバナー補佐を務
めます釧路北ロー

タリークラブ所属の佐渡正幸です。そして、ガバナー
補佐幹事を務めます篠原恒也君、荒木潤一君、そして
阿部壽朗君です。１年間大変お世話になります。どう
ぞよろしくお願いします。（拍手）
　先月６月８日に釧路クラブ様において講話をさせて
いただく機会をいただきました。前年度の滝越会長、
中島幹事には大変お世話になりまして、ありがとうご
ざいます。
その後、本年度から始まりました『事前のクラブ協議
会』では、私が主導の中で催をさせていただきました。
会長・幹事・役員・理事の皆さまから本当に真摯なる
ご発表をいただきまして、心から感謝御礼を申し上げ
る次第でございます。
　さて、釧路ロータリークラブは 1936 年の創立です。
この北海道ならびに７分区において、常にリーダーク

ラブとして素晴らしい活動を展開されているクラブと
私は思っております。常にロータリーの理念を遵守し、
その中で活動をされています。嵯峨さん、清水幸彦さ
ん、そして小船井さん、吉田潤司さんと多くのガバナー
を輩出し、分区内・地区内のみならず、国際奉仕、Ｒ
Ｉの活動についても深く理解をして活動をしているク
ラブと思っている次第です。
先ほど、小船井パストガバナーからも、本年度の鶴見
誠一郎ガバナーの話もありましたが、彼は若きリー
ダーとして頑張っていきます。私はガバナー補佐とし
てしっかりと鶴見ガバナーを補佐し支援していく立場
ですので、その役目を果たしていきたいと思っている
次第です。地区の中の情報をいち早く７分区に伝え、
そして分区内のそれぞれのクラブ活動を逆に地区に発
信していく役割を真摯に務めていきたいと思っており
ます。
　鶴見ガバナーのスローガンは『今こそ変わる勇気を !
　さぁ、一歩前へ』です。若きリーダーとしていろい
ろな改革をしながら、2500 地区ならびに各クラブの
活性化という目的が心根にあると思っていますので、
そのような思いで私も補佐したいと思っております。
　７分区の事業につきましては、先ほど後藤会長から
も話がありましたが、７月 29・30日に『全道中学親
善硬式野球大会』
が開催されます。
昨日も北海道新聞、
釧路新聞に赴き、
その話もしっかり
とさせていただき
ました。取材の方
もしっかり頼んできましたので、この活動を分区のみ
ならず地域の皆さまに、北海道の野球関係者の皆さま
に広く伝えていくことによって、ロータリーの公共的
イメージも図っていきたいと思っています。
　そして、分区内の一番のイベント事業『ＩＭ』につ
きましては、３月 16日土曜日に釧路北ロータリーク
ラブホストの下、開催をさせていただきます。「セレ
モニー」「プログラム」そして「友愛の広場」の中で、
しっかりと分区内の 310 名あまりのロータリアンの
皆さまと友情そして奉仕を深める大会としていきたい
と思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ本年度後
藤会長、そして佐藤幹事の下で、素晴らしいリーダー
シップで進んで行っていただきたいと思います。これ
から釧路クラブが 90周年、100 周年に向けて更なる
発展をご期待申し上げましてガバナー補佐としての挨
拶とさせていただきます。
　本年１年、大変お世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

釧路北ロータリークラブ　
　　　　菊池　美恵子会長、佐久間　泰弘幹事

　皆さま、こんにち
は。2023-2024 年
度北ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり
ました菊池美恵子で
す。横にいるのは幹
事の佐久間泰弘で

す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、鶴見ガバナーは今年度「挑戦」をテーマに掲
げられております。北ロータリークラブもそれに習い
まして、あらゆる挑戦・チャレンジをする例会を展開
してまいります。
そして、今年度の北ロータリークラブの会長方針は
「のっく！のっく。のっく。～For Wellbeing～」です。
この「のっく」とは、扉を叩く音です。何の扉か、２
つございます。「心の扉」と「日本の扉」です。
　１つ目の「心の扉」は、ＤＥＩの Inclusion（インク
ルージョン）のためにロータリーの目的のひとつ、親
睦のための「のっく」です。親睦を図るということは、
夜のお酒の席を多く設けるのかと想像されると思いま
すが、そうではなく、会員の職業理解を通じて会員の
理解を深めるというものです。あらゆる職業の置かれ
ている状況・問題点、そしてお得情報を共有して会員
の新たな違った角度から会員理解を深めるという狙い
です。
　2つ目、ロータリーはグローバルな団体です。外国
の方と接することも多々あるかと思います。その時に、
日本の文化について問われた時に窮することもあるか
と思います。特に男性は、文化面について少し不得意
の方が多いかと思います。「ロータリーとは」を語る
ことももちろん大事です。学ぶことも大事です。です
が、その前に日本人のアイデンティティーの元となる
ものを語れるロータリアンでありたい。そう願う訳で
す。ということで、2つ目の扉は、「日本を知り、日
本を楽しむ」という扉です。
また、先ほどご挨拶した佐渡ガバナー補佐ですが、今
年度は北ロータリークラブからガバナー補佐を輩出さ
せていただきました。ということは、来年は『ＩＭ』
を担当することになると思います。釧路ロータリーク
ラブの多くの方にご協力・ご理解を賜ることになるか
と思いますので、その節はどうぞよろしくお願いいた
します。
そして、北ロータリーは、今年度 65周年を迎えます。
「５」という数字は飛躍の数字であり、卯年でもあり、
飛躍の数字ということで、なかなか良い数字ですが、
ちょっとした小さな事業をさせていただく予定にして
おります。
そして９月 30日、地区補助金をいただき釧路の始ま

りを祝う事業を行う予定です。釧路ロータリークラブ
の皆さまもお時間がありましたらどうぞ参加されて、
ちょっと顔を出して交流を深めていただければ幸いで
す。
　ゴードン R. マッキナリー会長は「世界の色にロー
タリーの輪を染めよう」と掲げられております。「世
界の色」、皆さまご承知でしょうか。釧路クラブの方
ですからもちろんご存じでしょう。向かって右にあり
ますロータリーのロゴ、そちらに表れている華やかな
色の組み合わせで明るい未来を予兆するものです。わ
が北ロータリークラブもロータリーの輪を世界の色に
染めたい。そして皆さまとご縁をつないでクラブ交流
を盛んにしてロータリーの輪が染まり、広がっていけ
ればいいと思っております。
　最後になりますけれども釧路ロータリークラブの会
長さんも幹事さんも飲食業ですので恐縮ですが、夜、
お出かけになられて、締めにはウチの幹事の「ＢＡＲ
佐久間」がございます。今年、北海道でチャンピオン
になりましたカクテルをご賞味いただいてお帰りにな
るのも一興かと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　それでは、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　
　　　　片山　清孝会長、森　　武人幹事

　白糠クラブの片山
です。森です。どう
ぞよろしくお願いし
ます。今日は森から
挨拶をさせますか
ら。
　失礼します。幹事

の森です。前年度ガバナー補佐の美馬より言付けを預
かっておりますので、お話をさせていただきます。
先般、開催いたしました『ＩＭ白糠大会』におきまし
ては、時節柄大変ご多用の中、小船井パストガバナー
には『基調講演』の講師をお引き受けて賜り大変有用
なお話を聞かせていただきありがとうございました。
また、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまして
は、ＪＲをチャーターして白糠へご来場いただき大変
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
2023-2024 年度の後藤会長をはじめ佐藤幹事のます
ますのご健勝をご祈念申し上げ、また釧路ロータリー
クラブ会員皆さまのますますのご隆盛をご祈念申し上
げまして簡単粗辞ではありますけれどもご挨拶に代え
させていただきます。
１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　
　　　　金田　　剛会長、平　　信二副幹事

　こんにちは。西
ロータリークラブの
会長を務めます金田
と申します。今日は
幹事が欠席ですの
で、副幹事の平信二
君です。１年間、よ

ろしくお願いいたします。
　私は、２度目の会長でして、前回は５年前でした。
釧路クラブは脇会長の時に一緒にいろいろとやらせて
いただきまして、大変お世話になりました。
２度目の会長といいましても西クラブは人数が少ない
ので、私は 46歳で２回も回ってきました。46歳と
いいますと釧路クラブの幹事・佐藤君が中学の同級生
でして、サトペと呼んで遊んでいた仲です。
簡単で、このような感じですけれども若いだけで、な
んとか元気を持って行こうと思っていますので、ぜひ
温かい目で見ていただければと思います。
　1年間、よろしくお願いします。

　
釧路東ロータリークラブ　
　　　　板本　良治会長、清水　荘一幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度東ロータリークラ
ブの会長を務めます
板本です。隣におり
ますのが幹事の清水

荘一君です。不慣れな２人ですけれども１年間、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より当東クラブ
に対しまして特段のご厚情を賜り感謝とお礼を申し上
げます。ありがとうございます。
　さて、今年度のＲＩテーマは「世界の希望を生み出
そう」、そして 2500 地区の活動方針は「今こそ変わ
る勇気を！さぁ、一歩前へ」ということで、ロータリー
のつながりを生かし大きな夢を共に抱き、いま何を感
じ、描く未来へ向かってどのように行動するか。行動
することに意味があると謳われております。
こうした指針に応えるため当クラブは、昨年と同じ
33名でスタートしますが、クラブ設立 54年に亘っ
て先輩たちが培って来られたクラブ活動について、今
後はどうあるべきかを想像して、5年・10年後も個
性的で魅力あるクラブづくりを描いてみたいと思って
おります。
そして、釧路東ロータリークラブは、今年もポリオ基
金への協力や地域奉仕活動を継続するとともに、クラ
ブの活動を通して会員同士の親睦を一層深め、活力あ

るクラブ運営を行っていきたいと思っております。
佐渡ガバナー補佐の方針に基づいて篠原・荒木・阿部
補佐幹事とともに補佐を盛り立てていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のます
ますのご発展、後藤会長・佐藤幹事のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて表敬訪問の挨拶とさ
せていただきます。
　本日は、誠にありがとうございました。１年間、よ
ろしくお願いいたします。

音別ロータリークラブ　
　　　　工藤　　勝会長、祓川　智行幹事

　釧路ロータリーク
ラブの皆さま、こん
にちは。ただいまご
紹介いただきました
音別ロータリークラ
ブ本年度の会長は
45代目ですけれど

も、会長を務めさせていただきます工藤勝と申します。
隣におりますのが幹事を務めます祓川智行君です。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より音別クラブ
に対しまして格別なるご高配を賜りまして誠にありが
とうございます。感謝申し上げます。
　さて、音別ロータリークラブは昨年度、荻原前会長
の尽力の下で４名の新入会員を迎えることができまし
た。今年度 16名でのスタートとなりました。私は経
験だけは長く音別ロータリークラブに入りまして 44
年が過ぎましたけれども、この間の時代の変化ととも
にＲＩの規定が変化して結構緩くなってきた感じがし
ます。奉仕のやり方等も随分変わってきた感じもしま
す。私自身、その中で年数は経っていますけれども結
構理解できていない部分があります。
そのようなことを踏まえて、今年度の音別ロータリー
クラブの会長方針は「ともにロータリーを学びましょ
う」とさせていただきました。例会が有意義に、楽し
く話ができたり聞かされたりすることを感じられる例
会であることが、当クラブの重点目標のひとつでもあ
る会員増強・退会防止に大変必要なことであると思い
ます。ロータリーを共に学ぶためのひとつとして例会
のプログラムを充実させなければならないとも考えて
おります。
この度の表敬訪問をとおして、釧路の各クラブ様には
ずっとお願いをしてまいりましたことで、どうぞ音別
ロータリークラブにメイクアップをしていただき、楽
しいほんわかとした卓話でも行っていただければ大変
ありがたいと思っております。釧路市内からだいぶ離
れておりますので、遠く大変ではありますけれども。

もちろん卓話なしでもメイクアップをしていただけれ
ば感謝いたします。これからの１年は地区内、また分
区内の行事等を積極的に多くの会員が参加できるよう
に務めてまいりたいと思います。
　結びとなりますけれども、釧路ロータリークラブ様
のますますのご繁栄と後藤会長・佐藤幹事はじめ会員
皆さまのご健勝とご活躍をご祈念申し上げまして私の
表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　
　　　　長江　孝文会長、佐藤　真之介幹事

　皆さん、こんに
ちは。ただいまご
紹介いただきまし
た釧路南ロータ
リークラブ会長を
仰せつかりました
長江孝文と申しま

す。隣におりますのは幹事の佐藤真之介君です。
私は入会をして６年目、佐藤幹事は７年目になります。
私は幹事を経験していない会長になります。今回、表
敬訪問に参加することも初めてという未熟者な２人で
すが、１年間どうぞよろしくお願いします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃よりわがクラブ
に対して特段のご厚情を賜り心より感謝とお礼を申し
上げます。先ほどもお話したとおり表敬訪問に参加す
ることが初めてでして、釧路クラブ様に参加すること
も初めてになります。人数もたくさんおりますし、知
り合いもたくさんおります。お世話になった先輩メン
バーもたくさんいるということで、とても緊張をして
おりますが、一言、ご挨拶申し上げたいと思います。
　３年以上の長きに亘り猛威を振るった新型コロナウ
イルスにより、人とふれあうことが悪とされる期間が
続き、クラブにおいて会員減少・出席率低下などの問
題はより一層大きく深くなっていると感じておりま
す。
そのような問題を解決すべく、わがクラブの培ってき
たアットホームで楽しい雰囲気を守りつつ、いままで
行ってきた事業・例会を継承しながら、また新しい事
業に挑戦していく。会員同士そして家族が交流し、友
情と理解を強く深めていくことが必要であると考えて
おります。
そのような思いから、わがクラブのスローガンを「勇
気を持って挑戦し続けよう」としました。変化に恐れ
ず勇気を持って前進し、新しい行動、新たな事業の取
り組みに挑戦し続けることがロータリアンとしての大
切な使命と考え、クラブ運営に努めていきたいと思っ
ております。一生懸命頑張って南クラブを盛り上げて
いきたいと思っております。

　最後になりますが、釧路ロータリークラブ会員の皆
さまのますますのご活躍とご健勝をお祈りいたしまし
て表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願いします。

釧路ベイロータリークラブ　
　　　　千葉　　潔会長、横山　　豊幹事

　さま、こんにちは。
今年度釧路ベイロー
タリークラブ第 27
代会長を仰せつかり
ました千葉潔と申し
ます。そして隣にお
りますのが今年度幹

事の横山豊君です。まだまだ未熟な２人ですが、１年
間どうぞよろしくお願いいたします。先ほど、小船井
様より乾杯のご挨拶をいただきました。その言葉を
しっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいりたいと思い
ます。ありがとうございました。
先ほど、小船井様より乾杯のご挨拶をいただきました。
その言葉をしっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいり
たいと思います。ありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様には、日頃より当クラブに対
して格別のご高配を賜り心から感謝とお礼を申し上げ
ます。ありがとうございます。
前年度は、第７分区事業として『飲酒運転撲滅及びチャ
リティーパークゴルフ大会』を開催し、当クラブはホ
スト役を務めさせていただきました。その際は、釧路
ロータリークラブ様にも大変ご尽力をいただきまして
誠にありがとうございました。また滝越直前会長・中
島直前幹事には、１年間大変お世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。ありがと
うございます。
　釧路ベイロータリークラブは、今年度会員数 19名・
新入会員２名・計 21名でスタートいたします。また
新型コロナウイルス感染症も、現在では第９波ます。
今年度は、当クラブの会員・家族を今まで以上に大切
に考えながら、新入会員の入会を推進し、他クラブと
の交流の輪をより一層広げる意味の思いを込めて「広
げようロータリーの輪」を会長方針といたしました。
良いところは継承しつつ、時代の流れに沿った新しい
ところを取り入れ、周りの人たちとの大きな輪ができ
ますように１年間頑張ってまいります。
また第７分区としては、各クラブの会長・幹事・皆さ
まと協力し合い、佐渡ガバナー補佐を支え分区として
の活動を盛り上げてまいりたいと思います。
　結びになりますが、後藤会長・佐藤幹事のますます
のご活躍と釧路ロータリークラブ会員皆さまのご盛栄
とご健勝をご祈念申し上げ表敬訪問の挨拶とさせてい
ただきます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　
　　　　小島　大輝会長、佐井　滉基幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
に与りました釧路北
ローターアクトクラ
ブ第 53代会長を拝
命いたしました小島
大輝と申します。隣

におりますのが、今年度幹事の佐井滉基会員です。ど
うぞ皆さま、１年間よろしくお願い申し上げます。
　はじめに、後藤会長・佐藤幹事をはじめとする釧路
ロータリークラブの皆さまには、毎年の助成金と多大
な支援をいただきまして、会員一同心より御礼申し上
げます。私自身今回このような場で皆さまに直接お会
いして感謝の気持ちをお伝えする場をいただけたこと
を心より嬉しく、また非常に楽しみにしておりました。
昨年度は加納直前会長の下、会員数が９名からと人数
が少ないスタートとなり、会員数の増強を一番の課題
とした１年間でした。その中で、河川敷清掃やハロウィ
ンイベントなど様々な活動に取り組みまして、最終的
には７名の新入会員を迎えることができ、現在 16名
のクラブとなっております。
こうしたアクトクラブの活動ですが、アクト会員だけ
で成り立っているものではなく、ロータリアンの皆さ
まをはじめとする多くの関係の皆さまのお力添えのも
とで成り立っていると強く感じております。釧路ロー
タリークラブの皆さまにも河川敷清掃の際には、直前
会長の滝越様、直前幹事の中島様に河川敷清掃にお越
しいただきました。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年度のテーマは「ともに開く活動の架け橋」
としました。クラブの会員一人ひとりが同じ目的を共
有して活動を行い、その活動をクラブの内外に広げて
行きたいとの思いからこのテーマを掲げさせていただ
きました。１番の重点目標としては、会員一人ひとり
がゲストを自分たちの例会にお呼びしたい、お越しい
ただきたいと思うような例会づくりを目指してまいり
ます。
　重ねてのお願いになりますが、釧路ロータリークラ
ブの皆さまには、ローターアクトクラブ

の活動を見てご興味を持たれた方がおられましたら、
18歳～30歳のお知り合いや従業員の方がいらっしゃ
ればぜひご入会を検討していただきまして、会長また
は幹事にご一報いただければ幸いです。
私自身、勤務先である税理士法人トップマネジメント・
甲賀伸彦所長の下、企業会員としてクラブに参加して
おります。おそらく私のような未熟な若輩者をクラブ

に入れるということで、所長もすごく心配をしたと思
いますけれども、クラブ活動の中で、こうした皆さま
がいる場でのご挨拶や礼儀作法などクラブに入ったこ
とで得られた貴重な経験がたくさんあります。ぜひ皆
さまもそのような経験を得られる機会だと感じており
ますので、ご検討いただければ幸いです。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブの皆さま
の今後ますますのご発展とご健勝を祈念いたしまして
表敬のご挨拶とさせていただきます。
　どうぞ皆さま１年間、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

会長謝辞 　後藤公貴会長
　余談からになりま
すけれども、北ロー
ターアクトクラブの
小島会長が甲賀先生
の前で話すというこ
とで大変緊張してお
りました。実は一昨

日「紙を見たら絶対にダメだからな」とプレッシャー
をかけておきました。甲賀先生、立派な挨拶でしたよ
ね。これからも自信を持って頑張ってください。
　本日ご来訪いただきました佐渡ガバナー補佐をはじ
めとします第７分区内の会長の皆さまの本年度の意気
込み、そしてわがクラブへのお気遣いのお言葉を大変
ありがとうございました。心からの感謝を申し上げさ
せていただきまして謝辞と代えさせていただきます。
　誠にありがとうございます。

会長の時間



 

　『ハンマー伝達式』
司会　樋口　貴広副会長

　本日は開会に先立
ちまして『ハンマー
伝達式』を執り行い
ます。
ハンマーの伝達は、
滝越直前会長より天
方ＳＡＡへ、天方Ｓ

ＡＡより後藤会長へお渡しいただきます。事務局・大
山さん、滝越直前会長へハンマーをお渡しください。
　滝越直前会長より天方ＳＡＡへ、天方ＳＡＡより後
藤会長へ、ハンマー伝達
（拍手）
　ただいま、後藤会長がしっかりとハンマーを受け取
りました。皆さま、どうぞ温かい激励の拍手をお願い
いたします。
　それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統あ
るハンマーを受け継ぎました後藤会長、点鐘をお願い
いたします。

乾杯挨拶　小船井　修一パストガバナー
　それでは、乾杯の音頭を取らせていただきますが、
後藤会長の最初のスタートであります。皆さまようこ
そお越しいただきました。ありがとうございます。
　今年度は、先ほどもガバナー補佐とお話しをしてい

ましたが、鶴見さ
んは 1974 年６月
27日生まれ、49歳
です。私ども 2500
地区が札幌から分
かれて以来、一番
若いガバナーが出

たと思います。ちなみに私どもでは、逝去された清水
幸彦先生が今まで 51歳６カ月、１月１日生まれでし
たからその意味で一番若いガバナーの記録でしたが、
今回、記録を塗り替えます。
　来週から第７分区には『公式訪問』で、最初に鶴見
ガバナーがおじゃますると思いますが、可愛がって
やってください。可愛がるって変な言い方ですけれど、
このロータリーでは若干の 49歳です。他の団体だと
49歳はもういい歳かもしれませんが、まだまだ彼に
は未来がありますので、ご指導をいただく気持ちを持
ちながら公式訪問を迎えていただくことをお願い申し
上げまして、この場から皆さまが１年間、無事に終了
すること。もちろん当初の目標を実現することを願い
まして乾杯をさせていただきます。
「乾杯」
ありがとうございました。

後藤　公貴会長
　お食事を続けなが
ら、お耳だけ少し傾
けていただければと
思います。
改めまして、今年度
釧路ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり

ました後藤公貴です。
　佐渡ガバナー補佐をはじめ、ガバナー補佐事務局の
皆さま、そして第７分区内の会長・幹事、そして副幹
事の皆さま、ようこそ釧路ロータリークラブの今年度
第１回目の例会にお越しくださいました。限られた時
間、そして多少の緊張感の中とは思いますけれども、
ぜひわがクラブの雰囲気を楽しんでいただければと
思っております。
そして、釧路ロータリークラブメンバーの皆さまには、
本日の第１回目の例会は、私どものお正月の元日とい
うことになります。この新年度を迎えるに当たりまし
て、皆さまが新たな担えの中で、そして新たな決意を
持って邁進されることを心よりご祈念申し上げます。
そして、わがクラブを、そしてロータリーを存分に楽
しむ１年間にしていただければと強く願うところであ
ります。
　本日は、短くさせていただき、最後になります。１
年間は、皆さまのご指導ご鞭撻をもって頑張ってまい
りたいと思っております。皆さまご存じのとおり若輩
の会長です。皆さまのご協力がなければ前に進んで行
けません。私も１年間を一生懸命頑張りますので力を
貸していただくようお願い申し上げまして、本日のご
挨拶と代えさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんにちは。幹事の佐藤です。１年間どう
ぞよろしくお願いします。
幹事報告をさせていただきます。５点あります。
まず、『地区大会』のご案内が来ております。こちら
は後ほど皆さまにメールでご案内いたしますが、締め
切りが７月 21日、再来週となっておりますので、タ
イトなスケジュールとなっておりますが、皆さまご確
認をよろしくお願いいたします。
　続きまして、『清水パストガバナーお別れ会』につ
いてです。前年度の中島幹事からもご案内がありまし
たが、７月 25日水曜日 18時～ 20時、釧路センチュ
リーキャッスルホテル 2階にて執り行われます。こ
ちらは清水輝彦会員ならびにご家族様、清水病院様よ
り釧路ロータリークラブで当日会場のご協力の要請が

来ております。皆さまご協力をよろしくお願いいたし
ます。
それに伴いましてお悔やみの文書が届いております。
ＲＩ会長ならびに会長理事に代わり、事務総長ジョン・
ヒューコ様よりお悔やみの言葉が送られて来ておりま
す。掲示板に掲示しておりますので、ご覧いただきま
すようお願いいたします。
　続きまして、清水輝彦君より暑中お見舞いのお葉書
が届いております。こちらも掲示板に張らせていただ
いております。ご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　また、本日、例会終了後に『理事会』があります。
2階ローズホールですので、理事者の皆さま、ご出席
をお願いいたします。
　最後になりますが、『全道中学親善硬式野球大会』
のポスターが届いております。本日は例会終了後に皆
さまお持ち帰りいただきまして目立つ所に張っていた
だければと思います。
以上、大変長くなりましたが、幹事報告とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

第 7分区　佐渡　正幸ガバナー補佐
　　　　篠原　恒也ガバナー補佐幹事
　　　　荒木　潤一ガバナー補佐幹事
　　　　阿部　壽朗ガバナー補佐幹事

　皆さま、こんに
ちは。改めまして
2023－2024 年度
国際ロータリー第
2500 地区第７分区
ガバナー補佐を務
めます釧路北ロー

タリークラブ所属の佐渡正幸です。そして、ガバナー
補佐幹事を務めます篠原恒也君、荒木潤一君、そして
阿部壽朗君です。１年間大変お世話になります。どう
ぞよろしくお願いします。（拍手）
　先月６月８日に釧路クラブ様において講話をさせて
いただく機会をいただきました。前年度の滝越会長、
中島幹事には大変お世話になりまして、ありがとうご
ざいます。
その後、本年度から始まりました『事前のクラブ協議
会』では、私が主導の中で催をさせていただきました。
会長・幹事・役員・理事の皆さまから本当に真摯なる
ご発表をいただきまして、心から感謝御礼を申し上げ
る次第でございます。
　さて、釧路ロータリークラブは 1936 年の創立です。
この北海道ならびに７分区において、常にリーダーク

ラブとして素晴らしい活動を展開されているクラブと
私は思っております。常にロータリーの理念を遵守し、
その中で活動をされています。嵯峨さん、清水幸彦さ
ん、そして小船井さん、吉田潤司さんと多くのガバナー
を輩出し、分区内・地区内のみならず、国際奉仕、Ｒ
Ｉの活動についても深く理解をして活動をしているク
ラブと思っている次第です。
先ほど、小船井パストガバナーからも、本年度の鶴見
誠一郎ガバナーの話もありましたが、彼は若きリー
ダーとして頑張っていきます。私はガバナー補佐とし
てしっかりと鶴見ガバナーを補佐し支援していく立場
ですので、その役目を果たしていきたいと思っている
次第です。地区の中の情報をいち早く７分区に伝え、
そして分区内のそれぞれのクラブ活動を逆に地区に発
信していく役割を真摯に務めていきたいと思っており
ます。
　鶴見ガバナーのスローガンは『今こそ変わる勇気を !
　さぁ、一歩前へ』です。若きリーダーとしていろい
ろな改革をしながら、2500 地区ならびに各クラブの
活性化という目的が心根にあると思っていますので、
そのような思いで私も補佐したいと思っております。
　７分区の事業につきましては、先ほど後藤会長から
も話がありましたが、７月 29・30日に『全道中学親
善硬式野球大会』
が開催されます。
昨日も北海道新聞、
釧路新聞に赴き、
その話もしっかり
とさせていただき
ました。取材の方
もしっかり頼んできましたので、この活動を分区のみ
ならず地域の皆さまに、北海道の野球関係者の皆さま
に広く伝えていくことによって、ロータリーの公共的
イメージも図っていきたいと思っています。
　そして、分区内の一番のイベント事業『ＩＭ』につ
きましては、３月 16日土曜日に釧路北ロータリーク
ラブホストの下、開催をさせていただきます。「セレ
モニー」「プログラム」そして「友愛の広場」の中で、
しっかりと分区内の 310 名あまりのロータリアンの
皆さまと友情そして奉仕を深める大会としていきたい
と思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ本年度後
藤会長、そして佐藤幹事の下で、素晴らしいリーダー
シップで進んで行っていただきたいと思います。これ
から釧路クラブが 90周年、100 周年に向けて更なる
発展をご期待申し上げましてガバナー補佐としての挨
拶とさせていただきます。
　本年１年、大変お世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

釧路北ロータリークラブ　
　　　　菊池　美恵子会長、佐久間　泰弘幹事

　皆さま、こんにち
は。2023-2024 年
度北ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり
ました菊池美恵子で
す。横にいるのは幹
事の佐久間泰弘で

す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、鶴見ガバナーは今年度「挑戦」をテーマに掲
げられております。北ロータリークラブもそれに習い
まして、あらゆる挑戦・チャレンジをする例会を展開
してまいります。
そして、今年度の北ロータリークラブの会長方針は
「のっく！のっく。のっく。～For Wellbeing～」です。
この「のっく」とは、扉を叩く音です。何の扉か、２
つございます。「心の扉」と「日本の扉」です。
　１つ目の「心の扉」は、ＤＥＩの Inclusion（インク
ルージョン）のためにロータリーの目的のひとつ、親
睦のための「のっく」です。親睦を図るということは、
夜のお酒の席を多く設けるのかと想像されると思いま
すが、そうではなく、会員の職業理解を通じて会員の
理解を深めるというものです。あらゆる職業の置かれ
ている状況・問題点、そしてお得情報を共有して会員
の新たな違った角度から会員理解を深めるという狙い
です。
　2つ目、ロータリーはグローバルな団体です。外国
の方と接することも多々あるかと思います。その時に、
日本の文化について問われた時に窮することもあるか
と思います。特に男性は、文化面について少し不得意
の方が多いかと思います。「ロータリーとは」を語る
ことももちろん大事です。学ぶことも大事です。です
が、その前に日本人のアイデンティティーの元となる
ものを語れるロータリアンでありたい。そう願う訳で
す。ということで、2つ目の扉は、「日本を知り、日
本を楽しむ」という扉です。
また、先ほどご挨拶した佐渡ガバナー補佐ですが、今
年度は北ロータリークラブからガバナー補佐を輩出さ
せていただきました。ということは、来年は『ＩＭ』
を担当することになると思います。釧路ロータリーク
ラブの多くの方にご協力・ご理解を賜ることになるか
と思いますので、その節はどうぞよろしくお願いいた
します。
そして、北ロータリーは、今年度 65周年を迎えます。
「５」という数字は飛躍の数字であり、卯年でもあり、
飛躍の数字ということで、なかなか良い数字ですが、
ちょっとした小さな事業をさせていただく予定にして
おります。
そして９月 30日、地区補助金をいただき釧路の始ま

りを祝う事業を行う予定です。釧路ロータリークラブ
の皆さまもお時間がありましたらどうぞ参加されて、
ちょっと顔を出して交流を深めていただければ幸いで
す。
　ゴードン R. マッキナリー会長は「世界の色にロー
タリーの輪を染めよう」と掲げられております。「世
界の色」、皆さまご承知でしょうか。釧路クラブの方
ですからもちろんご存じでしょう。向かって右にあり
ますロータリーのロゴ、そちらに表れている華やかな
色の組み合わせで明るい未来を予兆するものです。わ
が北ロータリークラブもロータリーの輪を世界の色に
染めたい。そして皆さまとご縁をつないでクラブ交流
を盛んにしてロータリーの輪が染まり、広がっていけ
ればいいと思っております。
　最後になりますけれども釧路ロータリークラブの会
長さんも幹事さんも飲食業ですので恐縮ですが、夜、
お出かけになられて、締めにはウチの幹事の「ＢＡＲ
佐久間」がございます。今年、北海道でチャンピオン
になりましたカクテルをご賞味いただいてお帰りにな
るのも一興かと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　それでは、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　
　　　　片山　清孝会長、森　　武人幹事

　白糠クラブの片山
です。森です。どう
ぞよろしくお願いし
ます。今日は森から
挨拶をさせますか
ら。
　失礼します。幹事

の森です。前年度ガバナー補佐の美馬より言付けを預
かっておりますので、お話をさせていただきます。
先般、開催いたしました『ＩＭ白糠大会』におきまし
ては、時節柄大変ご多用の中、小船井パストガバナー
には『基調講演』の講師をお引き受けて賜り大変有用
なお話を聞かせていただきありがとうございました。
また、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまして
は、ＪＲをチャーターして白糠へご来場いただき大変
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
2023-2024 年度の後藤会長をはじめ佐藤幹事のます
ますのご健勝をご祈念申し上げ、また釧路ロータリー
クラブ会員皆さまのますますのご隆盛をご祈念申し上
げまして簡単粗辞ではありますけれどもご挨拶に代え
させていただきます。
１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　
　　　　金田　　剛会長、平　　信二副幹事

　こんにちは。西
ロータリークラブの
会長を務めます金田
と申します。今日は
幹事が欠席ですの
で、副幹事の平信二
君です。１年間、よ

ろしくお願いいたします。
　私は、２度目の会長でして、前回は５年前でした。
釧路クラブは脇会長の時に一緒にいろいろとやらせて
いただきまして、大変お世話になりました。
２度目の会長といいましても西クラブは人数が少ない
ので、私は 46歳で２回も回ってきました。46歳と
いいますと釧路クラブの幹事・佐藤君が中学の同級生
でして、サトペと呼んで遊んでいた仲です。
簡単で、このような感じですけれども若いだけで、な
んとか元気を持って行こうと思っていますので、ぜひ
温かい目で見ていただければと思います。
　1年間、よろしくお願いします。

　
釧路東ロータリークラブ　
　　　　板本　良治会長、清水　荘一幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度東ロータリークラ
ブの会長を務めます
板本です。隣におり
ますのが幹事の清水

荘一君です。不慣れな２人ですけれども１年間、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より当東クラブ
に対しまして特段のご厚情を賜り感謝とお礼を申し上
げます。ありがとうございます。
　さて、今年度のＲＩテーマは「世界の希望を生み出
そう」、そして 2500 地区の活動方針は「今こそ変わ
る勇気を！さぁ、一歩前へ」ということで、ロータリー
のつながりを生かし大きな夢を共に抱き、いま何を感
じ、描く未来へ向かってどのように行動するか。行動
することに意味があると謳われております。
こうした指針に応えるため当クラブは、昨年と同じ
33名でスタートしますが、クラブ設立 54年に亘っ
て先輩たちが培って来られたクラブ活動について、今
後はどうあるべきかを想像して、5年・10年後も個
性的で魅力あるクラブづくりを描いてみたいと思って
おります。
そして、釧路東ロータリークラブは、今年もポリオ基
金への協力や地域奉仕活動を継続するとともに、クラ
ブの活動を通して会員同士の親睦を一層深め、活力あ

るクラブ運営を行っていきたいと思っております。
佐渡ガバナー補佐の方針に基づいて篠原・荒木・阿部
補佐幹事とともに補佐を盛り立てていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のます
ますのご発展、後藤会長・佐藤幹事のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて表敬訪問の挨拶とさ
せていただきます。
　本日は、誠にありがとうございました。１年間、よ
ろしくお願いいたします。

音別ロータリークラブ　
　　　　工藤　　勝会長、祓川　智行幹事

　釧路ロータリーク
ラブの皆さま、こん
にちは。ただいまご
紹介いただきました
音別ロータリークラ
ブ本年度の会長は
45代目ですけれど

も、会長を務めさせていただきます工藤勝と申します。
隣におりますのが幹事を務めます祓川智行君です。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より音別クラブ
に対しまして格別なるご高配を賜りまして誠にありが
とうございます。感謝申し上げます。
　さて、音別ロータリークラブは昨年度、荻原前会長
の尽力の下で４名の新入会員を迎えることができまし
た。今年度 16名でのスタートとなりました。私は経
験だけは長く音別ロータリークラブに入りまして 44
年が過ぎましたけれども、この間の時代の変化ととも
にＲＩの規定が変化して結構緩くなってきた感じがし
ます。奉仕のやり方等も随分変わってきた感じもしま
す。私自身、その中で年数は経っていますけれども結
構理解できていない部分があります。
そのようなことを踏まえて、今年度の音別ロータリー
クラブの会長方針は「ともにロータリーを学びましょ
う」とさせていただきました。例会が有意義に、楽し
く話ができたり聞かされたりすることを感じられる例
会であることが、当クラブの重点目標のひとつでもあ
る会員増強・退会防止に大変必要なことであると思い
ます。ロータリーを共に学ぶためのひとつとして例会
のプログラムを充実させなければならないとも考えて
おります。
この度の表敬訪問をとおして、釧路の各クラブ様には
ずっとお願いをしてまいりましたことで、どうぞ音別
ロータリークラブにメイクアップをしていただき、楽
しいほんわかとした卓話でも行っていただければ大変
ありがたいと思っております。釧路市内からだいぶ離
れておりますので、遠く大変ではありますけれども。

もちろん卓話なしでもメイクアップをしていただけれ
ば感謝いたします。これからの１年は地区内、また分
区内の行事等を積極的に多くの会員が参加できるよう
に務めてまいりたいと思います。
　結びとなりますけれども、釧路ロータリークラブ様
のますますのご繁栄と後藤会長・佐藤幹事はじめ会員
皆さまのご健勝とご活躍をご祈念申し上げまして私の
表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　
　　　　長江　孝文会長、佐藤　真之介幹事

　皆さん、こんに
ちは。ただいまご
紹介いただきまし
た釧路南ロータ
リークラブ会長を
仰せつかりました
長江孝文と申しま

す。隣におりますのは幹事の佐藤真之介君です。
私は入会をして６年目、佐藤幹事は７年目になります。
私は幹事を経験していない会長になります。今回、表
敬訪問に参加することも初めてという未熟者な２人で
すが、１年間どうぞよろしくお願いします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃よりわがクラブ
に対して特段のご厚情を賜り心より感謝とお礼を申し
上げます。先ほどもお話したとおり表敬訪問に参加す
ることが初めてでして、釧路クラブ様に参加すること
も初めてになります。人数もたくさんおりますし、知
り合いもたくさんおります。お世話になった先輩メン
バーもたくさんいるということで、とても緊張をして
おりますが、一言、ご挨拶申し上げたいと思います。
　３年以上の長きに亘り猛威を振るった新型コロナウ
イルスにより、人とふれあうことが悪とされる期間が
続き、クラブにおいて会員減少・出席率低下などの問
題はより一層大きく深くなっていると感じておりま
す。
そのような問題を解決すべく、わがクラブの培ってき
たアットホームで楽しい雰囲気を守りつつ、いままで
行ってきた事業・例会を継承しながら、また新しい事
業に挑戦していく。会員同士そして家族が交流し、友
情と理解を強く深めていくことが必要であると考えて
おります。
そのような思いから、わがクラブのスローガンを「勇
気を持って挑戦し続けよう」としました。変化に恐れ
ず勇気を持って前進し、新しい行動、新たな事業の取
り組みに挑戦し続けることがロータリアンとしての大
切な使命と考え、クラブ運営に努めていきたいと思っ
ております。一生懸命頑張って南クラブを盛り上げて
いきたいと思っております。

　最後になりますが、釧路ロータリークラブ会員の皆
さまのますますのご活躍とご健勝をお祈りいたしまし
て表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願いします。

釧路ベイロータリークラブ　
　　　　千葉　　潔会長、横山　　豊幹事

　さま、こんにちは。
今年度釧路ベイロー
タリークラブ第 27
代会長を仰せつかり
ました千葉潔と申し
ます。そして隣にお
りますのが今年度幹

事の横山豊君です。まだまだ未熟な２人ですが、１年
間どうぞよろしくお願いいたします。先ほど、小船井
様より乾杯のご挨拶をいただきました。その言葉を
しっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいりたいと思い
ます。ありがとうございました。
先ほど、小船井様より乾杯のご挨拶をいただきました。
その言葉をしっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいり
たいと思います。ありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様には、日頃より当クラブに対
して格別のご高配を賜り心から感謝とお礼を申し上げ
ます。ありがとうございます。
前年度は、第７分区事業として『飲酒運転撲滅及びチャ
リティーパークゴルフ大会』を開催し、当クラブはホ
スト役を務めさせていただきました。その際は、釧路
ロータリークラブ様にも大変ご尽力をいただきまして
誠にありがとうございました。また滝越直前会長・中
島直前幹事には、１年間大変お世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。ありがと
うございます。
　釧路ベイロータリークラブは、今年度会員数 19名・
新入会員２名・計 21名でスタートいたします。また
新型コロナウイルス感染症も、現在では第９波ます。
今年度は、当クラブの会員・家族を今まで以上に大切
に考えながら、新入会員の入会を推進し、他クラブと
の交流の輪をより一層広げる意味の思いを込めて「広
げようロータリーの輪」を会長方針といたしました。
良いところは継承しつつ、時代の流れに沿った新しい
ところを取り入れ、周りの人たちとの大きな輪ができ
ますように１年間頑張ってまいります。
また第７分区としては、各クラブの会長・幹事・皆さ
まと協力し合い、佐渡ガバナー補佐を支え分区として
の活動を盛り上げてまいりたいと思います。
　結びになりますが、後藤会長・佐藤幹事のますます
のご活躍と釧路ロータリークラブ会員皆さまのご盛栄
とご健勝をご祈念申し上げ表敬訪問の挨拶とさせてい
ただきます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　
　　　　小島　大輝会長、佐井　滉基幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
に与りました釧路北
ローターアクトクラ
ブ第 53代会長を拝
命いたしました小島
大輝と申します。隣

におりますのが、今年度幹事の佐井滉基会員です。ど
うぞ皆さま、１年間よろしくお願い申し上げます。
　はじめに、後藤会長・佐藤幹事をはじめとする釧路
ロータリークラブの皆さまには、毎年の助成金と多大
な支援をいただきまして、会員一同心より御礼申し上
げます。私自身今回このような場で皆さまに直接お会
いして感謝の気持ちをお伝えする場をいただけたこと
を心より嬉しく、また非常に楽しみにしておりました。
昨年度は加納直前会長の下、会員数が９名からと人数
が少ないスタートとなり、会員数の増強を一番の課題
とした１年間でした。その中で、河川敷清掃やハロウィ
ンイベントなど様々な活動に取り組みまして、最終的
には７名の新入会員を迎えることができ、現在 16名
のクラブとなっております。
こうしたアクトクラブの活動ですが、アクト会員だけ
で成り立っているものではなく、ロータリアンの皆さ
まをはじめとする多くの関係の皆さまのお力添えのも
とで成り立っていると強く感じております。釧路ロー
タリークラブの皆さまにも河川敷清掃の際には、直前
会長の滝越様、直前幹事の中島様に河川敷清掃にお越
しいただきました。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年度のテーマは「ともに開く活動の架け橋」
としました。クラブの会員一人ひとりが同じ目的を共
有して活動を行い、その活動をクラブの内外に広げて
行きたいとの思いからこのテーマを掲げさせていただ
きました。１番の重点目標としては、会員一人ひとり
がゲストを自分たちの例会にお呼びしたい、お越しい
ただきたいと思うような例会づくりを目指してまいり
ます。
　重ねてのお願いになりますが、釧路ロータリークラ
ブの皆さまには、ローターアクトクラブ

の活動を見てご興味を持たれた方がおられましたら、
18歳～30歳のお知り合いや従業員の方がいらっしゃ
ればぜひご入会を検討していただきまして、会長また
は幹事にご一報いただければ幸いです。
私自身、勤務先である税理士法人トップマネジメント・
甲賀伸彦所長の下、企業会員としてクラブに参加して
おります。おそらく私のような未熟な若輩者をクラブ

に入れるということで、所長もすごく心配をしたと思
いますけれども、クラブ活動の中で、こうした皆さま
がいる場でのご挨拶や礼儀作法などクラブに入ったこ
とで得られた貴重な経験がたくさんあります。ぜひ皆
さまもそのような経験を得られる機会だと感じており
ますので、ご検討いただければ幸いです。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブの皆さま
の今後ますますのご発展とご健勝を祈念いたしまして
表敬のご挨拶とさせていただきます。
　どうぞ皆さま１年間、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

会長謝辞 　後藤公貴会長
　余談からになりま
すけれども、北ロー
ターアクトクラブの
小島会長が甲賀先生
の前で話すというこ
とで大変緊張してお
りました。実は一昨

日「紙を見たら絶対にダメだからな」とプレッシャー
をかけておきました。甲賀先生、立派な挨拶でしたよ
ね。これからも自信を持って頑張ってください。
　本日ご来訪いただきました佐渡ガバナー補佐をはじ
めとします第７分区内の会長の皆さまの本年度の意気
込み、そしてわがクラブへのお気遣いのお言葉を大変
ありがとうございました。心からの感謝を申し上げさ
せていただきまして謝辞と代えさせていただきます。
　誠にありがとうございます。



 

　『ハンマー伝達式』
司会　樋口　貴広副会長

　本日は開会に先立
ちまして『ハンマー
伝達式』を執り行い
ます。
ハンマーの伝達は、
滝越直前会長より天
方ＳＡＡへ、天方Ｓ

ＡＡより後藤会長へお渡しいただきます。事務局・大
山さん、滝越直前会長へハンマーをお渡しください。
　滝越直前会長より天方ＳＡＡへ、天方ＳＡＡより後
藤会長へ、ハンマー伝達
（拍手）
　ただいま、後藤会長がしっかりとハンマーを受け取
りました。皆さま、どうぞ温かい激励の拍手をお願い
いたします。
　それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統あ
るハンマーを受け継ぎました後藤会長、点鐘をお願い
いたします。

乾杯挨拶　小船井　修一パストガバナー
　それでは、乾杯の音頭を取らせていただきますが、
後藤会長の最初のスタートであります。皆さまようこ
そお越しいただきました。ありがとうございます。
　今年度は、先ほどもガバナー補佐とお話しをしてい

ましたが、鶴見さ
んは 1974 年６月
27日生まれ、49歳
です。私ども 2500
地区が札幌から分
かれて以来、一番
若いガバナーが出

たと思います。ちなみに私どもでは、逝去された清水
幸彦先生が今まで 51歳６カ月、１月１日生まれでし
たからその意味で一番若いガバナーの記録でしたが、
今回、記録を塗り替えます。
　来週から第７分区には『公式訪問』で、最初に鶴見
ガバナーがおじゃますると思いますが、可愛がって
やってください。可愛がるって変な言い方ですけれど、
このロータリーでは若干の 49歳です。他の団体だと
49歳はもういい歳かもしれませんが、まだまだ彼に
は未来がありますので、ご指導をいただく気持ちを持
ちながら公式訪問を迎えていただくことをお願い申し
上げまして、この場から皆さまが１年間、無事に終了
すること。もちろん当初の目標を実現することを願い
まして乾杯をさせていただきます。
「乾杯」
ありがとうございました。

後藤　公貴会長
　お食事を続けなが
ら、お耳だけ少し傾
けていただければと
思います。
改めまして、今年度
釧路ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり

ました後藤公貴です。
　佐渡ガバナー補佐をはじめ、ガバナー補佐事務局の
皆さま、そして第７分区内の会長・幹事、そして副幹
事の皆さま、ようこそ釧路ロータリークラブの今年度
第１回目の例会にお越しくださいました。限られた時
間、そして多少の緊張感の中とは思いますけれども、
ぜひわがクラブの雰囲気を楽しんでいただければと
思っております。
そして、釧路ロータリークラブメンバーの皆さまには、
本日の第１回目の例会は、私どものお正月の元日とい
うことになります。この新年度を迎えるに当たりまし
て、皆さまが新たな担えの中で、そして新たな決意を
持って邁進されることを心よりご祈念申し上げます。
そして、わがクラブを、そしてロータリーを存分に楽
しむ１年間にしていただければと強く願うところであ
ります。
　本日は、短くさせていただき、最後になります。１
年間は、皆さまのご指導ご鞭撻をもって頑張ってまい
りたいと思っております。皆さまご存じのとおり若輩
の会長です。皆さまのご協力がなければ前に進んで行
けません。私も１年間を一生懸命頑張りますので力を
貸していただくようお願い申し上げまして、本日のご
挨拶と代えさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんにちは。幹事の佐藤です。１年間どう
ぞよろしくお願いします。
幹事報告をさせていただきます。５点あります。
まず、『地区大会』のご案内が来ております。こちら
は後ほど皆さまにメールでご案内いたしますが、締め
切りが７月 21日、再来週となっておりますので、タ
イトなスケジュールとなっておりますが、皆さまご確
認をよろしくお願いいたします。
　続きまして、『清水パストガバナーお別れ会』につ
いてです。前年度の中島幹事からもご案内がありまし
たが、７月 25日水曜日 18時～ 20時、釧路センチュ
リーキャッスルホテル 2階にて執り行われます。こ
ちらは清水輝彦会員ならびにご家族様、清水病院様よ
り釧路ロータリークラブで当日会場のご協力の要請が

来ております。皆さまご協力をよろしくお願いいたし
ます。
それに伴いましてお悔やみの文書が届いております。
ＲＩ会長ならびに会長理事に代わり、事務総長ジョン・
ヒューコ様よりお悔やみの言葉が送られて来ておりま
す。掲示板に掲示しておりますので、ご覧いただきま
すようお願いいたします。
　続きまして、清水輝彦君より暑中お見舞いのお葉書
が届いております。こちらも掲示板に張らせていただ
いております。ご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　また、本日、例会終了後に『理事会』があります。
2階ローズホールですので、理事者の皆さま、ご出席
をお願いいたします。
　最後になりますが、『全道中学親善硬式野球大会』
のポスターが届いております。本日は例会終了後に皆
さまお持ち帰りいただきまして目立つ所に張っていた
だければと思います。
以上、大変長くなりましたが、幹事報告とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

第 7分区　佐渡　正幸ガバナー補佐
　　　　篠原　恒也ガバナー補佐幹事
　　　　荒木　潤一ガバナー補佐幹事
　　　　阿部　壽朗ガバナー補佐幹事

　皆さま、こんに
ちは。改めまして
2023－2024 年度
国際ロータリー第
2500 地区第７分区
ガバナー補佐を務
めます釧路北ロー

タリークラブ所属の佐渡正幸です。そして、ガバナー
補佐幹事を務めます篠原恒也君、荒木潤一君、そして
阿部壽朗君です。１年間大変お世話になります。どう
ぞよろしくお願いします。（拍手）
　先月６月８日に釧路クラブ様において講話をさせて
いただく機会をいただきました。前年度の滝越会長、
中島幹事には大変お世話になりまして、ありがとうご
ざいます。
その後、本年度から始まりました『事前のクラブ協議
会』では、私が主導の中で催をさせていただきました。
会長・幹事・役員・理事の皆さまから本当に真摯なる
ご発表をいただきまして、心から感謝御礼を申し上げ
る次第でございます。
　さて、釧路ロータリークラブは 1936 年の創立です。
この北海道ならびに７分区において、常にリーダーク

ラブとして素晴らしい活動を展開されているクラブと
私は思っております。常にロータリーの理念を遵守し、
その中で活動をされています。嵯峨さん、清水幸彦さ
ん、そして小船井さん、吉田潤司さんと多くのガバナー
を輩出し、分区内・地区内のみならず、国際奉仕、Ｒ
Ｉの活動についても深く理解をして活動をしているク
ラブと思っている次第です。
先ほど、小船井パストガバナーからも、本年度の鶴見
誠一郎ガバナーの話もありましたが、彼は若きリー
ダーとして頑張っていきます。私はガバナー補佐とし
てしっかりと鶴見ガバナーを補佐し支援していく立場
ですので、その役目を果たしていきたいと思っている
次第です。地区の中の情報をいち早く７分区に伝え、
そして分区内のそれぞれのクラブ活動を逆に地区に発
信していく役割を真摯に務めていきたいと思っており
ます。
　鶴見ガバナーのスローガンは『今こそ変わる勇気を !
　さぁ、一歩前へ』です。若きリーダーとしていろい
ろな改革をしながら、2500 地区ならびに各クラブの
活性化という目的が心根にあると思っていますので、
そのような思いで私も補佐したいと思っております。
　７分区の事業につきましては、先ほど後藤会長から
も話がありましたが、７月 29・30日に『全道中学親
善硬式野球大会』
が開催されます。
昨日も北海道新聞、
釧路新聞に赴き、
その話もしっかり
とさせていただき
ました。取材の方
もしっかり頼んできましたので、この活動を分区のみ
ならず地域の皆さまに、北海道の野球関係者の皆さま
に広く伝えていくことによって、ロータリーの公共的
イメージも図っていきたいと思っています。
　そして、分区内の一番のイベント事業『ＩＭ』につ
きましては、３月 16日土曜日に釧路北ロータリーク
ラブホストの下、開催をさせていただきます。「セレ
モニー」「プログラム」そして「友愛の広場」の中で、
しっかりと分区内の 310 名あまりのロータリアンの
皆さまと友情そして奉仕を深める大会としていきたい
と思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ本年度後
藤会長、そして佐藤幹事の下で、素晴らしいリーダー
シップで進んで行っていただきたいと思います。これ
から釧路クラブが 90周年、100 周年に向けて更なる
発展をご期待申し上げましてガバナー補佐としての挨
拶とさせていただきます。
　本年１年、大変お世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

釧路北ロータリークラブ　
　　　　菊池　美恵子会長、佐久間　泰弘幹事

　皆さま、こんにち
は。2023-2024 年
度北ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり
ました菊池美恵子で
す。横にいるのは幹
事の佐久間泰弘で

す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、鶴見ガバナーは今年度「挑戦」をテーマに掲
げられております。北ロータリークラブもそれに習い
まして、あらゆる挑戦・チャレンジをする例会を展開
してまいります。
そして、今年度の北ロータリークラブの会長方針は
「のっく！のっく。のっく。～For Wellbeing～」です。
この「のっく」とは、扉を叩く音です。何の扉か、２
つございます。「心の扉」と「日本の扉」です。
　１つ目の「心の扉」は、ＤＥＩの Inclusion（インク
ルージョン）のためにロータリーの目的のひとつ、親
睦のための「のっく」です。親睦を図るということは、
夜のお酒の席を多く設けるのかと想像されると思いま
すが、そうではなく、会員の職業理解を通じて会員の
理解を深めるというものです。あらゆる職業の置かれ
ている状況・問題点、そしてお得情報を共有して会員
の新たな違った角度から会員理解を深めるという狙い
です。
　2つ目、ロータリーはグローバルな団体です。外国
の方と接することも多々あるかと思います。その時に、
日本の文化について問われた時に窮することもあるか
と思います。特に男性は、文化面について少し不得意
の方が多いかと思います。「ロータリーとは」を語る
ことももちろん大事です。学ぶことも大事です。です
が、その前に日本人のアイデンティティーの元となる
ものを語れるロータリアンでありたい。そう願う訳で
す。ということで、2つ目の扉は、「日本を知り、日
本を楽しむ」という扉です。
また、先ほどご挨拶した佐渡ガバナー補佐ですが、今
年度は北ロータリークラブからガバナー補佐を輩出さ
せていただきました。ということは、来年は『ＩＭ』
を担当することになると思います。釧路ロータリーク
ラブの多くの方にご協力・ご理解を賜ることになるか
と思いますので、その節はどうぞよろしくお願いいた
します。
そして、北ロータリーは、今年度 65周年を迎えます。
「５」という数字は飛躍の数字であり、卯年でもあり、
飛躍の数字ということで、なかなか良い数字ですが、
ちょっとした小さな事業をさせていただく予定にして
おります。
そして９月 30日、地区補助金をいただき釧路の始ま

りを祝う事業を行う予定です。釧路ロータリークラブ
の皆さまもお時間がありましたらどうぞ参加されて、
ちょっと顔を出して交流を深めていただければ幸いで
す。
　ゴードン R. マッキナリー会長は「世界の色にロー
タリーの輪を染めよう」と掲げられております。「世
界の色」、皆さまご承知でしょうか。釧路クラブの方
ですからもちろんご存じでしょう。向かって右にあり
ますロータリーのロゴ、そちらに表れている華やかな
色の組み合わせで明るい未来を予兆するものです。わ
が北ロータリークラブもロータリーの輪を世界の色に
染めたい。そして皆さまとご縁をつないでクラブ交流
を盛んにしてロータリーの輪が染まり、広がっていけ
ればいいと思っております。
　最後になりますけれども釧路ロータリークラブの会
長さんも幹事さんも飲食業ですので恐縮ですが、夜、
お出かけになられて、締めにはウチの幹事の「ＢＡＲ
佐久間」がございます。今年、北海道でチャンピオン
になりましたカクテルをご賞味いただいてお帰りにな
るのも一興かと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　それでは、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　
　　　　片山　清孝会長、森　　武人幹事

　白糠クラブの片山
です。森です。どう
ぞよろしくお願いし
ます。今日は森から
挨拶をさせますか
ら。
　失礼します。幹事

の森です。前年度ガバナー補佐の美馬より言付けを預
かっておりますので、お話をさせていただきます。
先般、開催いたしました『ＩＭ白糠大会』におきまし
ては、時節柄大変ご多用の中、小船井パストガバナー
には『基調講演』の講師をお引き受けて賜り大変有用
なお話を聞かせていただきありがとうございました。
また、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまして
は、ＪＲをチャーターして白糠へご来場いただき大変
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
2023-2024 年度の後藤会長をはじめ佐藤幹事のます
ますのご健勝をご祈念申し上げ、また釧路ロータリー
クラブ会員皆さまのますますのご隆盛をご祈念申し上
げまして簡単粗辞ではありますけれどもご挨拶に代え
させていただきます。
１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　
　　　　金田　　剛会長、平　　信二副幹事

　こんにちは。西
ロータリークラブの
会長を務めます金田
と申します。今日は
幹事が欠席ですの
で、副幹事の平信二
君です。１年間、よ

ろしくお願いいたします。
　私は、２度目の会長でして、前回は５年前でした。
釧路クラブは脇会長の時に一緒にいろいろとやらせて
いただきまして、大変お世話になりました。
２度目の会長といいましても西クラブは人数が少ない
ので、私は 46歳で２回も回ってきました。46歳と
いいますと釧路クラブの幹事・佐藤君が中学の同級生
でして、サトペと呼んで遊んでいた仲です。
簡単で、このような感じですけれども若いだけで、な
んとか元気を持って行こうと思っていますので、ぜひ
温かい目で見ていただければと思います。
　1年間、よろしくお願いします。

　
釧路東ロータリークラブ　
　　　　板本　良治会長、清水　荘一幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度東ロータリークラ
ブの会長を務めます
板本です。隣におり
ますのが幹事の清水

荘一君です。不慣れな２人ですけれども１年間、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より当東クラブ
に対しまして特段のご厚情を賜り感謝とお礼を申し上
げます。ありがとうございます。
　さて、今年度のＲＩテーマは「世界の希望を生み出
そう」、そして 2500 地区の活動方針は「今こそ変わ
る勇気を！さぁ、一歩前へ」ということで、ロータリー
のつながりを生かし大きな夢を共に抱き、いま何を感
じ、描く未来へ向かってどのように行動するか。行動
することに意味があると謳われております。
こうした指針に応えるため当クラブは、昨年と同じ
33名でスタートしますが、クラブ設立 54年に亘っ
て先輩たちが培って来られたクラブ活動について、今
後はどうあるべきかを想像して、5年・10年後も個
性的で魅力あるクラブづくりを描いてみたいと思って
おります。
そして、釧路東ロータリークラブは、今年もポリオ基
金への協力や地域奉仕活動を継続するとともに、クラ
ブの活動を通して会員同士の親睦を一層深め、活力あ

るクラブ運営を行っていきたいと思っております。
佐渡ガバナー補佐の方針に基づいて篠原・荒木・阿部
補佐幹事とともに補佐を盛り立てていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のます
ますのご発展、後藤会長・佐藤幹事のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて表敬訪問の挨拶とさ
せていただきます。
　本日は、誠にありがとうございました。１年間、よ
ろしくお願いいたします。

音別ロータリークラブ　
　　　　工藤　　勝会長、祓川　智行幹事

　釧路ロータリーク
ラブの皆さま、こん
にちは。ただいまご
紹介いただきました
音別ロータリークラ
ブ本年度の会長は
45代目ですけれど

も、会長を務めさせていただきます工藤勝と申します。
隣におりますのが幹事を務めます祓川智行君です。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より音別クラブ
に対しまして格別なるご高配を賜りまして誠にありが
とうございます。感謝申し上げます。
　さて、音別ロータリークラブは昨年度、荻原前会長
の尽力の下で４名の新入会員を迎えることができまし
た。今年度 16名でのスタートとなりました。私は経
験だけは長く音別ロータリークラブに入りまして 44
年が過ぎましたけれども、この間の時代の変化ととも
にＲＩの規定が変化して結構緩くなってきた感じがし
ます。奉仕のやり方等も随分変わってきた感じもしま
す。私自身、その中で年数は経っていますけれども結
構理解できていない部分があります。
そのようなことを踏まえて、今年度の音別ロータリー
クラブの会長方針は「ともにロータリーを学びましょ
う」とさせていただきました。例会が有意義に、楽し
く話ができたり聞かされたりすることを感じられる例
会であることが、当クラブの重点目標のひとつでもあ
る会員増強・退会防止に大変必要なことであると思い
ます。ロータリーを共に学ぶためのひとつとして例会
のプログラムを充実させなければならないとも考えて
おります。
この度の表敬訪問をとおして、釧路の各クラブ様には
ずっとお願いをしてまいりましたことで、どうぞ音別
ロータリークラブにメイクアップをしていただき、楽
しいほんわかとした卓話でも行っていただければ大変
ありがたいと思っております。釧路市内からだいぶ離
れておりますので、遠く大変ではありますけれども。

もちろん卓話なしでもメイクアップをしていただけれ
ば感謝いたします。これからの１年は地区内、また分
区内の行事等を積極的に多くの会員が参加できるよう
に務めてまいりたいと思います。
　結びとなりますけれども、釧路ロータリークラブ様
のますますのご繁栄と後藤会長・佐藤幹事はじめ会員
皆さまのご健勝とご活躍をご祈念申し上げまして私の
表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　
　　　　長江　孝文会長、佐藤　真之介幹事

　皆さん、こんに
ちは。ただいまご
紹介いただきまし
た釧路南ロータ
リークラブ会長を
仰せつかりました
長江孝文と申しま

す。隣におりますのは幹事の佐藤真之介君です。
私は入会をして６年目、佐藤幹事は７年目になります。
私は幹事を経験していない会長になります。今回、表
敬訪問に参加することも初めてという未熟者な２人で
すが、１年間どうぞよろしくお願いします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃よりわがクラブ
に対して特段のご厚情を賜り心より感謝とお礼を申し
上げます。先ほどもお話したとおり表敬訪問に参加す
ることが初めてでして、釧路クラブ様に参加すること
も初めてになります。人数もたくさんおりますし、知
り合いもたくさんおります。お世話になった先輩メン
バーもたくさんいるということで、とても緊張をして
おりますが、一言、ご挨拶申し上げたいと思います。
　３年以上の長きに亘り猛威を振るった新型コロナウ
イルスにより、人とふれあうことが悪とされる期間が
続き、クラブにおいて会員減少・出席率低下などの問
題はより一層大きく深くなっていると感じておりま
す。
そのような問題を解決すべく、わがクラブの培ってき
たアットホームで楽しい雰囲気を守りつつ、いままで
行ってきた事業・例会を継承しながら、また新しい事
業に挑戦していく。会員同士そして家族が交流し、友
情と理解を強く深めていくことが必要であると考えて
おります。
そのような思いから、わがクラブのスローガンを「勇
気を持って挑戦し続けよう」としました。変化に恐れ
ず勇気を持って前進し、新しい行動、新たな事業の取
り組みに挑戦し続けることがロータリアンとしての大
切な使命と考え、クラブ運営に努めていきたいと思っ
ております。一生懸命頑張って南クラブを盛り上げて
いきたいと思っております。

　最後になりますが、釧路ロータリークラブ会員の皆
さまのますますのご活躍とご健勝をお祈りいたしまし
て表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願いします。

釧路ベイロータリークラブ　
　　　　千葉　　潔会長、横山　　豊幹事

　さま、こんにちは。
今年度釧路ベイロー
タリークラブ第 27
代会長を仰せつかり
ました千葉潔と申し
ます。そして隣にお
りますのが今年度幹

事の横山豊君です。まだまだ未熟な２人ですが、１年
間どうぞよろしくお願いいたします。先ほど、小船井
様より乾杯のご挨拶をいただきました。その言葉を
しっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいりたいと思い
ます。ありがとうございました。
先ほど、小船井様より乾杯のご挨拶をいただきました。
その言葉をしっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいり
たいと思います。ありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様には、日頃より当クラブに対
して格別のご高配を賜り心から感謝とお礼を申し上げ
ます。ありがとうございます。
前年度は、第７分区事業として『飲酒運転撲滅及びチャ
リティーパークゴルフ大会』を開催し、当クラブはホ
スト役を務めさせていただきました。その際は、釧路
ロータリークラブ様にも大変ご尽力をいただきまして
誠にありがとうございました。また滝越直前会長・中
島直前幹事には、１年間大変お世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。ありがと
うございます。
　釧路ベイロータリークラブは、今年度会員数 19名・
新入会員２名・計 21名でスタートいたします。また
新型コロナウイルス感染症も、現在では第９波ます。
今年度は、当クラブの会員・家族を今まで以上に大切
に考えながら、新入会員の入会を推進し、他クラブと
の交流の輪をより一層広げる意味の思いを込めて「広
げようロータリーの輪」を会長方針といたしました。
良いところは継承しつつ、時代の流れに沿った新しい
ところを取り入れ、周りの人たちとの大きな輪ができ
ますように１年間頑張ってまいります。
また第７分区としては、各クラブの会長・幹事・皆さ
まと協力し合い、佐渡ガバナー補佐を支え分区として
の活動を盛り上げてまいりたいと思います。
　結びになりますが、後藤会長・佐藤幹事のますます
のご活躍と釧路ロータリークラブ会員皆さまのご盛栄
とご健勝をご祈念申し上げ表敬訪問の挨拶とさせてい
ただきます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　
　　　　小島　大輝会長、佐井　滉基幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
に与りました釧路北
ローターアクトクラ
ブ第 53代会長を拝
命いたしました小島
大輝と申します。隣

におりますのが、今年度幹事の佐井滉基会員です。ど
うぞ皆さま、１年間よろしくお願い申し上げます。
　はじめに、後藤会長・佐藤幹事をはじめとする釧路
ロータリークラブの皆さまには、毎年の助成金と多大
な支援をいただきまして、会員一同心より御礼申し上
げます。私自身今回このような場で皆さまに直接お会
いして感謝の気持ちをお伝えする場をいただけたこと
を心より嬉しく、また非常に楽しみにしておりました。
昨年度は加納直前会長の下、会員数が９名からと人数
が少ないスタートとなり、会員数の増強を一番の課題
とした１年間でした。その中で、河川敷清掃やハロウィ
ンイベントなど様々な活動に取り組みまして、最終的
には７名の新入会員を迎えることができ、現在 16名
のクラブとなっております。
こうしたアクトクラブの活動ですが、アクト会員だけ
で成り立っているものではなく、ロータリアンの皆さ
まをはじめとする多くの関係の皆さまのお力添えのも
とで成り立っていると強く感じております。釧路ロー
タリークラブの皆さまにも河川敷清掃の際には、直前
会長の滝越様、直前幹事の中島様に河川敷清掃にお越
しいただきました。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年度のテーマは「ともに開く活動の架け橋」
としました。クラブの会員一人ひとりが同じ目的を共
有して活動を行い、その活動をクラブの内外に広げて
行きたいとの思いからこのテーマを掲げさせていただ
きました。１番の重点目標としては、会員一人ひとり
がゲストを自分たちの例会にお呼びしたい、お越しい
ただきたいと思うような例会づくりを目指してまいり
ます。
　重ねてのお願いになりますが、釧路ロータリークラ
ブの皆さまには、ローターアクトクラブ

の活動を見てご興味を持たれた方がおられましたら、
18歳～30歳のお知り合いや従業員の方がいらっしゃ
ればぜひご入会を検討していただきまして、会長また
は幹事にご一報いただければ幸いです。
私自身、勤務先である税理士法人トップマネジメント・
甲賀伸彦所長の下、企業会員としてクラブに参加して
おります。おそらく私のような未熟な若輩者をクラブ

に入れるということで、所長もすごく心配をしたと思
いますけれども、クラブ活動の中で、こうした皆さま
がいる場でのご挨拶や礼儀作法などクラブに入ったこ
とで得られた貴重な経験がたくさんあります。ぜひ皆
さまもそのような経験を得られる機会だと感じており
ますので、ご検討いただければ幸いです。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブの皆さま
の今後ますますのご発展とご健勝を祈念いたしまして
表敬のご挨拶とさせていただきます。
　どうぞ皆さま１年間、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

会長謝辞 　後藤公貴会長
　余談からになりま
すけれども、北ロー
ターアクトクラブの
小島会長が甲賀先生
の前で話すというこ
とで大変緊張してお
りました。実は一昨

日「紙を見たら絶対にダメだからな」とプレッシャー
をかけておきました。甲賀先生、立派な挨拶でしたよ
ね。これからも自信を持って頑張ってください。
　本日ご来訪いただきました佐渡ガバナー補佐をはじ
めとします第７分区内の会長の皆さまの本年度の意気
込み、そしてわがクラブへのお気遣いのお言葉を大変
ありがとうございました。心からの感謝を申し上げさ
せていただきまして謝辞と代えさせていただきます。
　誠にありがとうございます。



 

　『ハンマー伝達式』
司会　樋口　貴広副会長

　本日は開会に先立
ちまして『ハンマー
伝達式』を執り行い
ます。
ハンマーの伝達は、
滝越直前会長より天
方ＳＡＡへ、天方Ｓ

ＡＡより後藤会長へお渡しいただきます。事務局・大
山さん、滝越直前会長へハンマーをお渡しください。
　滝越直前会長より天方ＳＡＡへ、天方ＳＡＡより後
藤会長へ、ハンマー伝達
（拍手）
　ただいま、後藤会長がしっかりとハンマーを受け取
りました。皆さま、どうぞ温かい激励の拍手をお願い
いたします。
　それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統あ
るハンマーを受け継ぎました後藤会長、点鐘をお願い
いたします。

乾杯挨拶　小船井　修一パストガバナー
　それでは、乾杯の音頭を取らせていただきますが、
後藤会長の最初のスタートであります。皆さまようこ
そお越しいただきました。ありがとうございます。
　今年度は、先ほどもガバナー補佐とお話しをしてい

ましたが、鶴見さ
んは 1974 年６月
27日生まれ、49歳
です。私ども 2500
地区が札幌から分
かれて以来、一番
若いガバナーが出

たと思います。ちなみに私どもでは、逝去された清水
幸彦先生が今まで 51歳６カ月、１月１日生まれでし
たからその意味で一番若いガバナーの記録でしたが、
今回、記録を塗り替えます。
　来週から第７分区には『公式訪問』で、最初に鶴見
ガバナーがおじゃますると思いますが、可愛がって
やってください。可愛がるって変な言い方ですけれど、
このロータリーでは若干の 49歳です。他の団体だと
49歳はもういい歳かもしれませんが、まだまだ彼に
は未来がありますので、ご指導をいただく気持ちを持
ちながら公式訪問を迎えていただくことをお願い申し
上げまして、この場から皆さまが１年間、無事に終了
すること。もちろん当初の目標を実現することを願い
まして乾杯をさせていただきます。
「乾杯」
ありがとうございました。

後藤　公貴会長
　お食事を続けなが
ら、お耳だけ少し傾
けていただければと
思います。
改めまして、今年度
釧路ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり

ました後藤公貴です。
　佐渡ガバナー補佐をはじめ、ガバナー補佐事務局の
皆さま、そして第７分区内の会長・幹事、そして副幹
事の皆さま、ようこそ釧路ロータリークラブの今年度
第１回目の例会にお越しくださいました。限られた時
間、そして多少の緊張感の中とは思いますけれども、
ぜひわがクラブの雰囲気を楽しんでいただければと
思っております。
そして、釧路ロータリークラブメンバーの皆さまには、
本日の第１回目の例会は、私どものお正月の元日とい
うことになります。この新年度を迎えるに当たりまし
て、皆さまが新たな担えの中で、そして新たな決意を
持って邁進されることを心よりご祈念申し上げます。
そして、わがクラブを、そしてロータリーを存分に楽
しむ１年間にしていただければと強く願うところであ
ります。
　本日は、短くさせていただき、最後になります。１
年間は、皆さまのご指導ご鞭撻をもって頑張ってまい
りたいと思っております。皆さまご存じのとおり若輩
の会長です。皆さまのご協力がなければ前に進んで行
けません。私も１年間を一生懸命頑張りますので力を
貸していただくようお願い申し上げまして、本日のご
挨拶と代えさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんにちは。幹事の佐藤です。１年間どう
ぞよろしくお願いします。
幹事報告をさせていただきます。５点あります。
まず、『地区大会』のご案内が来ております。こちら
は後ほど皆さまにメールでご案内いたしますが、締め
切りが７月 21日、再来週となっておりますので、タ
イトなスケジュールとなっておりますが、皆さまご確
認をよろしくお願いいたします。
　続きまして、『清水パストガバナーお別れ会』につ
いてです。前年度の中島幹事からもご案内がありまし
たが、７月 25日水曜日 18時～ 20時、釧路センチュ
リーキャッスルホテル 2階にて執り行われます。こ
ちらは清水輝彦会員ならびにご家族様、清水病院様よ
り釧路ロータリークラブで当日会場のご協力の要請が

来ております。皆さまご協力をよろしくお願いいたし
ます。
それに伴いましてお悔やみの文書が届いております。
ＲＩ会長ならびに会長理事に代わり、事務総長ジョン・
ヒューコ様よりお悔やみの言葉が送られて来ておりま
す。掲示板に掲示しておりますので、ご覧いただきま
すようお願いいたします。
　続きまして、清水輝彦君より暑中お見舞いのお葉書
が届いております。こちらも掲示板に張らせていただ
いております。ご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　また、本日、例会終了後に『理事会』があります。
2階ローズホールですので、理事者の皆さま、ご出席
をお願いいたします。
　最後になりますが、『全道中学親善硬式野球大会』
のポスターが届いております。本日は例会終了後に皆
さまお持ち帰りいただきまして目立つ所に張っていた
だければと思います。
以上、大変長くなりましたが、幹事報告とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

第 7分区　佐渡　正幸ガバナー補佐
　　　　篠原　恒也ガバナー補佐幹事
　　　　荒木　潤一ガバナー補佐幹事
　　　　阿部　壽朗ガバナー補佐幹事

　皆さま、こんに
ちは。改めまして
2023－2024 年度
国際ロータリー第
2500 地区第７分区
ガバナー補佐を務
めます釧路北ロー

タリークラブ所属の佐渡正幸です。そして、ガバナー
補佐幹事を務めます篠原恒也君、荒木潤一君、そして
阿部壽朗君です。１年間大変お世話になります。どう
ぞよろしくお願いします。（拍手）
　先月６月８日に釧路クラブ様において講話をさせて
いただく機会をいただきました。前年度の滝越会長、
中島幹事には大変お世話になりまして、ありがとうご
ざいます。
その後、本年度から始まりました『事前のクラブ協議
会』では、私が主導の中で催をさせていただきました。
会長・幹事・役員・理事の皆さまから本当に真摯なる
ご発表をいただきまして、心から感謝御礼を申し上げ
る次第でございます。
　さて、釧路ロータリークラブは 1936 年の創立です。
この北海道ならびに７分区において、常にリーダーク

ラブとして素晴らしい活動を展開されているクラブと
私は思っております。常にロータリーの理念を遵守し、
その中で活動をされています。嵯峨さん、清水幸彦さ
ん、そして小船井さん、吉田潤司さんと多くのガバナー
を輩出し、分区内・地区内のみならず、国際奉仕、Ｒ
Ｉの活動についても深く理解をして活動をしているク
ラブと思っている次第です。
先ほど、小船井パストガバナーからも、本年度の鶴見
誠一郎ガバナーの話もありましたが、彼は若きリー
ダーとして頑張っていきます。私はガバナー補佐とし
てしっかりと鶴見ガバナーを補佐し支援していく立場
ですので、その役目を果たしていきたいと思っている
次第です。地区の中の情報をいち早く７分区に伝え、
そして分区内のそれぞれのクラブ活動を逆に地区に発
信していく役割を真摯に務めていきたいと思っており
ます。
　鶴見ガバナーのスローガンは『今こそ変わる勇気を !
　さぁ、一歩前へ』です。若きリーダーとしていろい
ろな改革をしながら、2500 地区ならびに各クラブの
活性化という目的が心根にあると思っていますので、
そのような思いで私も補佐したいと思っております。
　７分区の事業につきましては、先ほど後藤会長から
も話がありましたが、７月 29・30日に『全道中学親
善硬式野球大会』
が開催されます。
昨日も北海道新聞、
釧路新聞に赴き、
その話もしっかり
とさせていただき
ました。取材の方
もしっかり頼んできましたので、この活動を分区のみ
ならず地域の皆さまに、北海道の野球関係者の皆さま
に広く伝えていくことによって、ロータリーの公共的
イメージも図っていきたいと思っています。
　そして、分区内の一番のイベント事業『ＩＭ』につ
きましては、３月 16日土曜日に釧路北ロータリーク
ラブホストの下、開催をさせていただきます。「セレ
モニー」「プログラム」そして「友愛の広場」の中で、
しっかりと分区内の 310 名あまりのロータリアンの
皆さまと友情そして奉仕を深める大会としていきたい
と思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ本年度後
藤会長、そして佐藤幹事の下で、素晴らしいリーダー
シップで進んで行っていただきたいと思います。これ
から釧路クラブが 90周年、100 周年に向けて更なる
発展をご期待申し上げましてガバナー補佐としての挨
拶とさせていただきます。
　本年１年、大変お世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

釧路北ロータリークラブ　
　　　　菊池　美恵子会長、佐久間　泰弘幹事

　皆さま、こんにち
は。2023-2024 年
度北ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり
ました菊池美恵子で
す。横にいるのは幹
事の佐久間泰弘で

す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、鶴見ガバナーは今年度「挑戦」をテーマに掲
げられております。北ロータリークラブもそれに習い
まして、あらゆる挑戦・チャレンジをする例会を展開
してまいります。
そして、今年度の北ロータリークラブの会長方針は
「のっく！のっく。のっく。～For Wellbeing～」です。
この「のっく」とは、扉を叩く音です。何の扉か、２
つございます。「心の扉」と「日本の扉」です。
　１つ目の「心の扉」は、ＤＥＩの Inclusion（インク
ルージョン）のためにロータリーの目的のひとつ、親
睦のための「のっく」です。親睦を図るということは、
夜のお酒の席を多く設けるのかと想像されると思いま
すが、そうではなく、会員の職業理解を通じて会員の
理解を深めるというものです。あらゆる職業の置かれ
ている状況・問題点、そしてお得情報を共有して会員
の新たな違った角度から会員理解を深めるという狙い
です。
　2つ目、ロータリーはグローバルな団体です。外国
の方と接することも多々あるかと思います。その時に、
日本の文化について問われた時に窮することもあるか
と思います。特に男性は、文化面について少し不得意
の方が多いかと思います。「ロータリーとは」を語る
ことももちろん大事です。学ぶことも大事です。です
が、その前に日本人のアイデンティティーの元となる
ものを語れるロータリアンでありたい。そう願う訳で
す。ということで、2つ目の扉は、「日本を知り、日
本を楽しむ」という扉です。
また、先ほどご挨拶した佐渡ガバナー補佐ですが、今
年度は北ロータリークラブからガバナー補佐を輩出さ
せていただきました。ということは、来年は『ＩＭ』
を担当することになると思います。釧路ロータリーク
ラブの多くの方にご協力・ご理解を賜ることになるか
と思いますので、その節はどうぞよろしくお願いいた
します。
そして、北ロータリーは、今年度 65周年を迎えます。
「５」という数字は飛躍の数字であり、卯年でもあり、
飛躍の数字ということで、なかなか良い数字ですが、
ちょっとした小さな事業をさせていただく予定にして
おります。
そして９月 30日、地区補助金をいただき釧路の始ま

りを祝う事業を行う予定です。釧路ロータリークラブ
の皆さまもお時間がありましたらどうぞ参加されて、
ちょっと顔を出して交流を深めていただければ幸いで
す。
　ゴードン R. マッキナリー会長は「世界の色にロー
タリーの輪を染めよう」と掲げられております。「世
界の色」、皆さまご承知でしょうか。釧路クラブの方
ですからもちろんご存じでしょう。向かって右にあり
ますロータリーのロゴ、そちらに表れている華やかな
色の組み合わせで明るい未来を予兆するものです。わ
が北ロータリークラブもロータリーの輪を世界の色に
染めたい。そして皆さまとご縁をつないでクラブ交流
を盛んにしてロータリーの輪が染まり、広がっていけ
ればいいと思っております。
　最後になりますけれども釧路ロータリークラブの会
長さんも幹事さんも飲食業ですので恐縮ですが、夜、
お出かけになられて、締めにはウチの幹事の「ＢＡＲ
佐久間」がございます。今年、北海道でチャンピオン
になりましたカクテルをご賞味いただいてお帰りにな
るのも一興かと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　それでは、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　
　　　　片山　清孝会長、森　　武人幹事

　白糠クラブの片山
です。森です。どう
ぞよろしくお願いし
ます。今日は森から
挨拶をさせますか
ら。
　失礼します。幹事

の森です。前年度ガバナー補佐の美馬より言付けを預
かっておりますので、お話をさせていただきます。
先般、開催いたしました『ＩＭ白糠大会』におきまし
ては、時節柄大変ご多用の中、小船井パストガバナー
には『基調講演』の講師をお引き受けて賜り大変有用
なお話を聞かせていただきありがとうございました。
また、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまして
は、ＪＲをチャーターして白糠へご来場いただき大変
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
2023-2024 年度の後藤会長をはじめ佐藤幹事のます
ますのご健勝をご祈念申し上げ、また釧路ロータリー
クラブ会員皆さまのますますのご隆盛をご祈念申し上
げまして簡単粗辞ではありますけれどもご挨拶に代え
させていただきます。
１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　
　　　　金田　　剛会長、平　　信二副幹事

　こんにちは。西
ロータリークラブの
会長を務めます金田
と申します。今日は
幹事が欠席ですの
で、副幹事の平信二
君です。１年間、よ

ろしくお願いいたします。
　私は、２度目の会長でして、前回は５年前でした。
釧路クラブは脇会長の時に一緒にいろいろとやらせて
いただきまして、大変お世話になりました。
２度目の会長といいましても西クラブは人数が少ない
ので、私は 46歳で２回も回ってきました。46歳と
いいますと釧路クラブの幹事・佐藤君が中学の同級生
でして、サトペと呼んで遊んでいた仲です。
簡単で、このような感じですけれども若いだけで、な
んとか元気を持って行こうと思っていますので、ぜひ
温かい目で見ていただければと思います。
　1年間、よろしくお願いします。

　
釧路東ロータリークラブ　
　　　　板本　良治会長、清水　荘一幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度東ロータリークラ
ブの会長を務めます
板本です。隣におり
ますのが幹事の清水

荘一君です。不慣れな２人ですけれども１年間、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より当東クラブ
に対しまして特段のご厚情を賜り感謝とお礼を申し上
げます。ありがとうございます。
　さて、今年度のＲＩテーマは「世界の希望を生み出
そう」、そして 2500 地区の活動方針は「今こそ変わ
る勇気を！さぁ、一歩前へ」ということで、ロータリー
のつながりを生かし大きな夢を共に抱き、いま何を感
じ、描く未来へ向かってどのように行動するか。行動
することに意味があると謳われております。
こうした指針に応えるため当クラブは、昨年と同じ
33名でスタートしますが、クラブ設立 54年に亘っ
て先輩たちが培って来られたクラブ活動について、今
後はどうあるべきかを想像して、5年・10年後も個
性的で魅力あるクラブづくりを描いてみたいと思って
おります。
そして、釧路東ロータリークラブは、今年もポリオ基
金への協力や地域奉仕活動を継続するとともに、クラ
ブの活動を通して会員同士の親睦を一層深め、活力あ

るクラブ運営を行っていきたいと思っております。
佐渡ガバナー補佐の方針に基づいて篠原・荒木・阿部
補佐幹事とともに補佐を盛り立てていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のます
ますのご発展、後藤会長・佐藤幹事のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて表敬訪問の挨拶とさ
せていただきます。
　本日は、誠にありがとうございました。１年間、よ
ろしくお願いいたします。

音別ロータリークラブ　
　　　　工藤　　勝会長、祓川　智行幹事

　釧路ロータリーク
ラブの皆さま、こん
にちは。ただいまご
紹介いただきました
音別ロータリークラ
ブ本年度の会長は
45代目ですけれど

も、会長を務めさせていただきます工藤勝と申します。
隣におりますのが幹事を務めます祓川智行君です。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より音別クラブ
に対しまして格別なるご高配を賜りまして誠にありが
とうございます。感謝申し上げます。
　さて、音別ロータリークラブは昨年度、荻原前会長
の尽力の下で４名の新入会員を迎えることができまし
た。今年度 16名でのスタートとなりました。私は経
験だけは長く音別ロータリークラブに入りまして 44
年が過ぎましたけれども、この間の時代の変化ととも
にＲＩの規定が変化して結構緩くなってきた感じがし
ます。奉仕のやり方等も随分変わってきた感じもしま
す。私自身、その中で年数は経っていますけれども結
構理解できていない部分があります。
そのようなことを踏まえて、今年度の音別ロータリー
クラブの会長方針は「ともにロータリーを学びましょ
う」とさせていただきました。例会が有意義に、楽し
く話ができたり聞かされたりすることを感じられる例
会であることが、当クラブの重点目標のひとつでもあ
る会員増強・退会防止に大変必要なことであると思い
ます。ロータリーを共に学ぶためのひとつとして例会
のプログラムを充実させなければならないとも考えて
おります。
この度の表敬訪問をとおして、釧路の各クラブ様には
ずっとお願いをしてまいりましたことで、どうぞ音別
ロータリークラブにメイクアップをしていただき、楽
しいほんわかとした卓話でも行っていただければ大変
ありがたいと思っております。釧路市内からだいぶ離
れておりますので、遠く大変ではありますけれども。

もちろん卓話なしでもメイクアップをしていただけれ
ば感謝いたします。これからの１年は地区内、また分
区内の行事等を積極的に多くの会員が参加できるよう
に務めてまいりたいと思います。
　結びとなりますけれども、釧路ロータリークラブ様
のますますのご繁栄と後藤会長・佐藤幹事はじめ会員
皆さまのご健勝とご活躍をご祈念申し上げまして私の
表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　
　　　　長江　孝文会長、佐藤　真之介幹事

　皆さん、こんに
ちは。ただいまご
紹介いただきまし
た釧路南ロータ
リークラブ会長を
仰せつかりました
長江孝文と申しま

す。隣におりますのは幹事の佐藤真之介君です。
私は入会をして６年目、佐藤幹事は７年目になります。
私は幹事を経験していない会長になります。今回、表
敬訪問に参加することも初めてという未熟者な２人で
すが、１年間どうぞよろしくお願いします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃よりわがクラブ
に対して特段のご厚情を賜り心より感謝とお礼を申し
上げます。先ほどもお話したとおり表敬訪問に参加す
ることが初めてでして、釧路クラブ様に参加すること
も初めてになります。人数もたくさんおりますし、知
り合いもたくさんおります。お世話になった先輩メン
バーもたくさんいるということで、とても緊張をして
おりますが、一言、ご挨拶申し上げたいと思います。
　３年以上の長きに亘り猛威を振るった新型コロナウ
イルスにより、人とふれあうことが悪とされる期間が
続き、クラブにおいて会員減少・出席率低下などの問
題はより一層大きく深くなっていると感じておりま
す。
そのような問題を解決すべく、わがクラブの培ってき
たアットホームで楽しい雰囲気を守りつつ、いままで
行ってきた事業・例会を継承しながら、また新しい事
業に挑戦していく。会員同士そして家族が交流し、友
情と理解を強く深めていくことが必要であると考えて
おります。
そのような思いから、わがクラブのスローガンを「勇
気を持って挑戦し続けよう」としました。変化に恐れ
ず勇気を持って前進し、新しい行動、新たな事業の取
り組みに挑戦し続けることがロータリアンとしての大
切な使命と考え、クラブ運営に努めていきたいと思っ
ております。一生懸命頑張って南クラブを盛り上げて
いきたいと思っております。

　最後になりますが、釧路ロータリークラブ会員の皆
さまのますますのご活躍とご健勝をお祈りいたしまし
て表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願いします。

釧路ベイロータリークラブ　
　　　　千葉　　潔会長、横山　　豊幹事

　さま、こんにちは。
今年度釧路ベイロー
タリークラブ第 27
代会長を仰せつかり
ました千葉潔と申し
ます。そして隣にお
りますのが今年度幹

事の横山豊君です。まだまだ未熟な２人ですが、１年
間どうぞよろしくお願いいたします。先ほど、小船井
様より乾杯のご挨拶をいただきました。その言葉を
しっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいりたいと思い
ます。ありがとうございました。
先ほど、小船井様より乾杯のご挨拶をいただきました。
その言葉をしっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいり
たいと思います。ありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様には、日頃より当クラブに対
して格別のご高配を賜り心から感謝とお礼を申し上げ
ます。ありがとうございます。
前年度は、第７分区事業として『飲酒運転撲滅及びチャ
リティーパークゴルフ大会』を開催し、当クラブはホ
スト役を務めさせていただきました。その際は、釧路
ロータリークラブ様にも大変ご尽力をいただきまして
誠にありがとうございました。また滝越直前会長・中
島直前幹事には、１年間大変お世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。ありがと
うございます。
　釧路ベイロータリークラブは、今年度会員数 19名・
新入会員２名・計 21名でスタートいたします。また
新型コロナウイルス感染症も、現在では第９波ます。
今年度は、当クラブの会員・家族を今まで以上に大切
に考えながら、新入会員の入会を推進し、他クラブと
の交流の輪をより一層広げる意味の思いを込めて「広
げようロータリーの輪」を会長方針といたしました。
良いところは継承しつつ、時代の流れに沿った新しい
ところを取り入れ、周りの人たちとの大きな輪ができ
ますように１年間頑張ってまいります。
また第７分区としては、各クラブの会長・幹事・皆さ
まと協力し合い、佐渡ガバナー補佐を支え分区として
の活動を盛り上げてまいりたいと思います。
　結びになりますが、後藤会長・佐藤幹事のますます
のご活躍と釧路ロータリークラブ会員皆さまのご盛栄
とご健勝をご祈念申し上げ表敬訪問の挨拶とさせてい
ただきます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　
　　　　小島　大輝会長、佐井　滉基幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
に与りました釧路北
ローターアクトクラ
ブ第 53代会長を拝
命いたしました小島
大輝と申します。隣

におりますのが、今年度幹事の佐井滉基会員です。ど
うぞ皆さま、１年間よろしくお願い申し上げます。
　はじめに、後藤会長・佐藤幹事をはじめとする釧路
ロータリークラブの皆さまには、毎年の助成金と多大
な支援をいただきまして、会員一同心より御礼申し上
げます。私自身今回このような場で皆さまに直接お会
いして感謝の気持ちをお伝えする場をいただけたこと
を心より嬉しく、また非常に楽しみにしておりました。
昨年度は加納直前会長の下、会員数が９名からと人数
が少ないスタートとなり、会員数の増強を一番の課題
とした１年間でした。その中で、河川敷清掃やハロウィ
ンイベントなど様々な活動に取り組みまして、最終的
には７名の新入会員を迎えることができ、現在 16名
のクラブとなっております。
こうしたアクトクラブの活動ですが、アクト会員だけ
で成り立っているものではなく、ロータリアンの皆さ
まをはじめとする多くの関係の皆さまのお力添えのも
とで成り立っていると強く感じております。釧路ロー
タリークラブの皆さまにも河川敷清掃の際には、直前
会長の滝越様、直前幹事の中島様に河川敷清掃にお越
しいただきました。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年度のテーマは「ともに開く活動の架け橋」
としました。クラブの会員一人ひとりが同じ目的を共
有して活動を行い、その活動をクラブの内外に広げて
行きたいとの思いからこのテーマを掲げさせていただ
きました。１番の重点目標としては、会員一人ひとり
がゲストを自分たちの例会にお呼びしたい、お越しい
ただきたいと思うような例会づくりを目指してまいり
ます。
　重ねてのお願いになりますが、釧路ロータリークラ
ブの皆さまには、ローターアクトクラブ

の活動を見てご興味を持たれた方がおられましたら、
18歳～30歳のお知り合いや従業員の方がいらっしゃ
ればぜひご入会を検討していただきまして、会長また
は幹事にご一報いただければ幸いです。
私自身、勤務先である税理士法人トップマネジメント・
甲賀伸彦所長の下、企業会員としてクラブに参加して
おります。おそらく私のような未熟な若輩者をクラブ

に入れるということで、所長もすごく心配をしたと思
いますけれども、クラブ活動の中で、こうした皆さま
がいる場でのご挨拶や礼儀作法などクラブに入ったこ
とで得られた貴重な経験がたくさんあります。ぜひ皆
さまもそのような経験を得られる機会だと感じており
ますので、ご検討いただければ幸いです。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブの皆さま
の今後ますますのご発展とご健勝を祈念いたしまして
表敬のご挨拶とさせていただきます。
　どうぞ皆さま１年間、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

会長謝辞 　後藤公貴会長
　余談からになりま
すけれども、北ロー
ターアクトクラブの
小島会長が甲賀先生
の前で話すというこ
とで大変緊張してお
りました。実は一昨

日「紙を見たら絶対にダメだからな」とプレッシャー
をかけておきました。甲賀先生、立派な挨拶でしたよ
ね。これからも自信を持って頑張ってください。
　本日ご来訪いただきました佐渡ガバナー補佐をはじ
めとします第７分区内の会長の皆さまの本年度の意気
込み、そしてわがクラブへのお気遣いのお言葉を大変
ありがとうございました。心からの感謝を申し上げさ
せていただきまして謝辞と代えさせていただきます。
　誠にありがとうございます。



 

　『ハンマー伝達式』
司会　樋口　貴広副会長

　本日は開会に先立
ちまして『ハンマー
伝達式』を執り行い
ます。
ハンマーの伝達は、
滝越直前会長より天
方ＳＡＡへ、天方Ｓ

ＡＡより後藤会長へお渡しいただきます。事務局・大
山さん、滝越直前会長へハンマーをお渡しください。
　滝越直前会長より天方ＳＡＡへ、天方ＳＡＡより後
藤会長へ、ハンマー伝達
（拍手）
　ただいま、後藤会長がしっかりとハンマーを受け取
りました。皆さま、どうぞ温かい激励の拍手をお願い
いたします。
　それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統あ
るハンマーを受け継ぎました後藤会長、点鐘をお願い
いたします。

乾杯挨拶　小船井　修一パストガバナー
　それでは、乾杯の音頭を取らせていただきますが、
後藤会長の最初のスタートであります。皆さまようこ
そお越しいただきました。ありがとうございます。
　今年度は、先ほどもガバナー補佐とお話しをしてい

ましたが、鶴見さ
んは 1974 年６月
27日生まれ、49歳
です。私ども 2500
地区が札幌から分
かれて以来、一番
若いガバナーが出

たと思います。ちなみに私どもでは、逝去された清水
幸彦先生が今まで 51歳６カ月、１月１日生まれでし
たからその意味で一番若いガバナーの記録でしたが、
今回、記録を塗り替えます。
　来週から第７分区には『公式訪問』で、最初に鶴見
ガバナーがおじゃますると思いますが、可愛がって
やってください。可愛がるって変な言い方ですけれど、
このロータリーでは若干の 49歳です。他の団体だと
49歳はもういい歳かもしれませんが、まだまだ彼に
は未来がありますので、ご指導をいただく気持ちを持
ちながら公式訪問を迎えていただくことをお願い申し
上げまして、この場から皆さまが１年間、無事に終了
すること。もちろん当初の目標を実現することを願い
まして乾杯をさせていただきます。
「乾杯」
ありがとうございました。

後藤　公貴会長
　お食事を続けなが
ら、お耳だけ少し傾
けていただければと
思います。
改めまして、今年度
釧路ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり

ました後藤公貴です。
　佐渡ガバナー補佐をはじめ、ガバナー補佐事務局の
皆さま、そして第７分区内の会長・幹事、そして副幹
事の皆さま、ようこそ釧路ロータリークラブの今年度
第１回目の例会にお越しくださいました。限られた時
間、そして多少の緊張感の中とは思いますけれども、
ぜひわがクラブの雰囲気を楽しんでいただければと
思っております。
そして、釧路ロータリークラブメンバーの皆さまには、
本日の第１回目の例会は、私どものお正月の元日とい
うことになります。この新年度を迎えるに当たりまし
て、皆さまが新たな担えの中で、そして新たな決意を
持って邁進されることを心よりご祈念申し上げます。
そして、わがクラブを、そしてロータリーを存分に楽
しむ１年間にしていただければと強く願うところであ
ります。
　本日は、短くさせていただき、最後になります。１
年間は、皆さまのご指導ご鞭撻をもって頑張ってまい
りたいと思っております。皆さまご存じのとおり若輩
の会長です。皆さまのご協力がなければ前に進んで行
けません。私も１年間を一生懸命頑張りますので力を
貸していただくようお願い申し上げまして、本日のご
挨拶と代えさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんにちは。幹事の佐藤です。１年間どう
ぞよろしくお願いします。
幹事報告をさせていただきます。５点あります。
まず、『地区大会』のご案内が来ております。こちら
は後ほど皆さまにメールでご案内いたしますが、締め
切りが７月 21日、再来週となっておりますので、タ
イトなスケジュールとなっておりますが、皆さまご確
認をよろしくお願いいたします。
　続きまして、『清水パストガバナーお別れ会』につ
いてです。前年度の中島幹事からもご案内がありまし
たが、７月 25日水曜日 18時～ 20時、釧路センチュ
リーキャッスルホテル 2階にて執り行われます。こ
ちらは清水輝彦会員ならびにご家族様、清水病院様よ
り釧路ロータリークラブで当日会場のご協力の要請が

来ております。皆さまご協力をよろしくお願いいたし
ます。
それに伴いましてお悔やみの文書が届いております。
ＲＩ会長ならびに会長理事に代わり、事務総長ジョン・
ヒューコ様よりお悔やみの言葉が送られて来ておりま
す。掲示板に掲示しておりますので、ご覧いただきま
すようお願いいたします。
　続きまして、清水輝彦君より暑中お見舞いのお葉書
が届いております。こちらも掲示板に張らせていただ
いております。ご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　また、本日、例会終了後に『理事会』があります。
2階ローズホールですので、理事者の皆さま、ご出席
をお願いいたします。
　最後になりますが、『全道中学親善硬式野球大会』
のポスターが届いております。本日は例会終了後に皆
さまお持ち帰りいただきまして目立つ所に張っていた
だければと思います。
以上、大変長くなりましたが、幹事報告とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

第 7分区　佐渡　正幸ガバナー補佐
　　　　篠原　恒也ガバナー補佐幹事
　　　　荒木　潤一ガバナー補佐幹事
　　　　阿部　壽朗ガバナー補佐幹事

　皆さま、こんに
ちは。改めまして
2023－2024 年度
国際ロータリー第
2500 地区第７分区
ガバナー補佐を務
めます釧路北ロー

タリークラブ所属の佐渡正幸です。そして、ガバナー
補佐幹事を務めます篠原恒也君、荒木潤一君、そして
阿部壽朗君です。１年間大変お世話になります。どう
ぞよろしくお願いします。（拍手）
　先月６月８日に釧路クラブ様において講話をさせて
いただく機会をいただきました。前年度の滝越会長、
中島幹事には大変お世話になりまして、ありがとうご
ざいます。
その後、本年度から始まりました『事前のクラブ協議
会』では、私が主導の中で催をさせていただきました。
会長・幹事・役員・理事の皆さまから本当に真摯なる
ご発表をいただきまして、心から感謝御礼を申し上げ
る次第でございます。
　さて、釧路ロータリークラブは 1936 年の創立です。
この北海道ならびに７分区において、常にリーダーク

ラブとして素晴らしい活動を展開されているクラブと
私は思っております。常にロータリーの理念を遵守し、
その中で活動をされています。嵯峨さん、清水幸彦さ
ん、そして小船井さん、吉田潤司さんと多くのガバナー
を輩出し、分区内・地区内のみならず、国際奉仕、Ｒ
Ｉの活動についても深く理解をして活動をしているク
ラブと思っている次第です。
先ほど、小船井パストガバナーからも、本年度の鶴見
誠一郎ガバナーの話もありましたが、彼は若きリー
ダーとして頑張っていきます。私はガバナー補佐とし
てしっかりと鶴見ガバナーを補佐し支援していく立場
ですので、その役目を果たしていきたいと思っている
次第です。地区の中の情報をいち早く７分区に伝え、
そして分区内のそれぞれのクラブ活動を逆に地区に発
信していく役割を真摯に務めていきたいと思っており
ます。
　鶴見ガバナーのスローガンは『今こそ変わる勇気を !
　さぁ、一歩前へ』です。若きリーダーとしていろい
ろな改革をしながら、2500 地区ならびに各クラブの
活性化という目的が心根にあると思っていますので、
そのような思いで私も補佐したいと思っております。
　７分区の事業につきましては、先ほど後藤会長から
も話がありましたが、７月 29・30日に『全道中学親
善硬式野球大会』
が開催されます。
昨日も北海道新聞、
釧路新聞に赴き、
その話もしっかり
とさせていただき
ました。取材の方
もしっかり頼んできましたので、この活動を分区のみ
ならず地域の皆さまに、北海道の野球関係者の皆さま
に広く伝えていくことによって、ロータリーの公共的
イメージも図っていきたいと思っています。
　そして、分区内の一番のイベント事業『ＩＭ』につ
きましては、３月 16日土曜日に釧路北ロータリーク
ラブホストの下、開催をさせていただきます。「セレ
モニー」「プログラム」そして「友愛の広場」の中で、
しっかりと分区内の 310 名あまりのロータリアンの
皆さまと友情そして奉仕を深める大会としていきたい
と思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ本年度後
藤会長、そして佐藤幹事の下で、素晴らしいリーダー
シップで進んで行っていただきたいと思います。これ
から釧路クラブが 90周年、100 周年に向けて更なる
発展をご期待申し上げましてガバナー補佐としての挨
拶とさせていただきます。
　本年１年、大変お世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

釧路北ロータリークラブ　
　　　　菊池　美恵子会長、佐久間　泰弘幹事

　皆さま、こんにち
は。2023-2024 年
度北ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり
ました菊池美恵子で
す。横にいるのは幹
事の佐久間泰弘で

す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、鶴見ガバナーは今年度「挑戦」をテーマに掲
げられております。北ロータリークラブもそれに習い
まして、あらゆる挑戦・チャレンジをする例会を展開
してまいります。
そして、今年度の北ロータリークラブの会長方針は
「のっく！のっく。のっく。～For Wellbeing～」です。
この「のっく」とは、扉を叩く音です。何の扉か、２
つございます。「心の扉」と「日本の扉」です。
　１つ目の「心の扉」は、ＤＥＩの Inclusion（インク
ルージョン）のためにロータリーの目的のひとつ、親
睦のための「のっく」です。親睦を図るということは、
夜のお酒の席を多く設けるのかと想像されると思いま
すが、そうではなく、会員の職業理解を通じて会員の
理解を深めるというものです。あらゆる職業の置かれ
ている状況・問題点、そしてお得情報を共有して会員
の新たな違った角度から会員理解を深めるという狙い
です。
　2つ目、ロータリーはグローバルな団体です。外国
の方と接することも多々あるかと思います。その時に、
日本の文化について問われた時に窮することもあるか
と思います。特に男性は、文化面について少し不得意
の方が多いかと思います。「ロータリーとは」を語る
ことももちろん大事です。学ぶことも大事です。です
が、その前に日本人のアイデンティティーの元となる
ものを語れるロータリアンでありたい。そう願う訳で
す。ということで、2つ目の扉は、「日本を知り、日
本を楽しむ」という扉です。
また、先ほどご挨拶した佐渡ガバナー補佐ですが、今
年度は北ロータリークラブからガバナー補佐を輩出さ
せていただきました。ということは、来年は『ＩＭ』
を担当することになると思います。釧路ロータリーク
ラブの多くの方にご協力・ご理解を賜ることになるか
と思いますので、その節はどうぞよろしくお願いいた
します。
そして、北ロータリーは、今年度 65周年を迎えます。
「５」という数字は飛躍の数字であり、卯年でもあり、
飛躍の数字ということで、なかなか良い数字ですが、
ちょっとした小さな事業をさせていただく予定にして
おります。
そして９月 30日、地区補助金をいただき釧路の始ま

りを祝う事業を行う予定です。釧路ロータリークラブ
の皆さまもお時間がありましたらどうぞ参加されて、
ちょっと顔を出して交流を深めていただければ幸いで
す。
　ゴードン R. マッキナリー会長は「世界の色にロー
タリーの輪を染めよう」と掲げられております。「世
界の色」、皆さまご承知でしょうか。釧路クラブの方
ですからもちろんご存じでしょう。向かって右にあり
ますロータリーのロゴ、そちらに表れている華やかな
色の組み合わせで明るい未来を予兆するものです。わ
が北ロータリークラブもロータリーの輪を世界の色に
染めたい。そして皆さまとご縁をつないでクラブ交流
を盛んにしてロータリーの輪が染まり、広がっていけ
ればいいと思っております。
　最後になりますけれども釧路ロータリークラブの会
長さんも幹事さんも飲食業ですので恐縮ですが、夜、
お出かけになられて、締めにはウチの幹事の「ＢＡＲ
佐久間」がございます。今年、北海道でチャンピオン
になりましたカクテルをご賞味いただいてお帰りにな
るのも一興かと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　それでは、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　
　　　　片山　清孝会長、森　　武人幹事

　白糠クラブの片山
です。森です。どう
ぞよろしくお願いし
ます。今日は森から
挨拶をさせますか
ら。
　失礼します。幹事

の森です。前年度ガバナー補佐の美馬より言付けを預
かっておりますので、お話をさせていただきます。
先般、開催いたしました『ＩＭ白糠大会』におきまし
ては、時節柄大変ご多用の中、小船井パストガバナー
には『基調講演』の講師をお引き受けて賜り大変有用
なお話を聞かせていただきありがとうございました。
また、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまして
は、ＪＲをチャーターして白糠へご来場いただき大変
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
2023-2024 年度の後藤会長をはじめ佐藤幹事のます
ますのご健勝をご祈念申し上げ、また釧路ロータリー
クラブ会員皆さまのますますのご隆盛をご祈念申し上
げまして簡単粗辞ではありますけれどもご挨拶に代え
させていただきます。
１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　
　　　　金田　　剛会長、平　　信二副幹事

　こんにちは。西
ロータリークラブの
会長を務めます金田
と申します。今日は
幹事が欠席ですの
で、副幹事の平信二
君です。１年間、よ

ろしくお願いいたします。
　私は、２度目の会長でして、前回は５年前でした。
釧路クラブは脇会長の時に一緒にいろいろとやらせて
いただきまして、大変お世話になりました。
２度目の会長といいましても西クラブは人数が少ない
ので、私は 46歳で２回も回ってきました。46歳と
いいますと釧路クラブの幹事・佐藤君が中学の同級生
でして、サトペと呼んで遊んでいた仲です。
簡単で、このような感じですけれども若いだけで、な
んとか元気を持って行こうと思っていますので、ぜひ
温かい目で見ていただければと思います。
　1年間、よろしくお願いします。

　
釧路東ロータリークラブ　
　　　　板本　良治会長、清水　荘一幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度東ロータリークラ
ブの会長を務めます
板本です。隣におり
ますのが幹事の清水

荘一君です。不慣れな２人ですけれども１年間、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より当東クラブ
に対しまして特段のご厚情を賜り感謝とお礼を申し上
げます。ありがとうございます。
　さて、今年度のＲＩテーマは「世界の希望を生み出
そう」、そして 2500 地区の活動方針は「今こそ変わ
る勇気を！さぁ、一歩前へ」ということで、ロータリー
のつながりを生かし大きな夢を共に抱き、いま何を感
じ、描く未来へ向かってどのように行動するか。行動
することに意味があると謳われております。
こうした指針に応えるため当クラブは、昨年と同じ
33名でスタートしますが、クラブ設立 54年に亘っ
て先輩たちが培って来られたクラブ活動について、今
後はどうあるべきかを想像して、5年・10年後も個
性的で魅力あるクラブづくりを描いてみたいと思って
おります。
そして、釧路東ロータリークラブは、今年もポリオ基
金への協力や地域奉仕活動を継続するとともに、クラ
ブの活動を通して会員同士の親睦を一層深め、活力あ

るクラブ運営を行っていきたいと思っております。
佐渡ガバナー補佐の方針に基づいて篠原・荒木・阿部
補佐幹事とともに補佐を盛り立てていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のます
ますのご発展、後藤会長・佐藤幹事のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて表敬訪問の挨拶とさ
せていただきます。
　本日は、誠にありがとうございました。１年間、よ
ろしくお願いいたします。

音別ロータリークラブ　
　　　　工藤　　勝会長、祓川　智行幹事

　釧路ロータリーク
ラブの皆さま、こん
にちは。ただいまご
紹介いただきました
音別ロータリークラ
ブ本年度の会長は
45代目ですけれど

も、会長を務めさせていただきます工藤勝と申します。
隣におりますのが幹事を務めます祓川智行君です。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より音別クラブ
に対しまして格別なるご高配を賜りまして誠にありが
とうございます。感謝申し上げます。
　さて、音別ロータリークラブは昨年度、荻原前会長
の尽力の下で４名の新入会員を迎えることができまし
た。今年度 16名でのスタートとなりました。私は経
験だけは長く音別ロータリークラブに入りまして 44
年が過ぎましたけれども、この間の時代の変化ととも
にＲＩの規定が変化して結構緩くなってきた感じがし
ます。奉仕のやり方等も随分変わってきた感じもしま
す。私自身、その中で年数は経っていますけれども結
構理解できていない部分があります。
そのようなことを踏まえて、今年度の音別ロータリー
クラブの会長方針は「ともにロータリーを学びましょ
う」とさせていただきました。例会が有意義に、楽し
く話ができたり聞かされたりすることを感じられる例
会であることが、当クラブの重点目標のひとつでもあ
る会員増強・退会防止に大変必要なことであると思い
ます。ロータリーを共に学ぶためのひとつとして例会
のプログラムを充実させなければならないとも考えて
おります。
この度の表敬訪問をとおして、釧路の各クラブ様には
ずっとお願いをしてまいりましたことで、どうぞ音別
ロータリークラブにメイクアップをしていただき、楽
しいほんわかとした卓話でも行っていただければ大変
ありがたいと思っております。釧路市内からだいぶ離
れておりますので、遠く大変ではありますけれども。

もちろん卓話なしでもメイクアップをしていただけれ
ば感謝いたします。これからの１年は地区内、また分
区内の行事等を積極的に多くの会員が参加できるよう
に務めてまいりたいと思います。
　結びとなりますけれども、釧路ロータリークラブ様
のますますのご繁栄と後藤会長・佐藤幹事はじめ会員
皆さまのご健勝とご活躍をご祈念申し上げまして私の
表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　
　　　　長江　孝文会長、佐藤　真之介幹事

　皆さん、こんに
ちは。ただいまご
紹介いただきまし
た釧路南ロータ
リークラブ会長を
仰せつかりました
長江孝文と申しま

す。隣におりますのは幹事の佐藤真之介君です。
私は入会をして６年目、佐藤幹事は７年目になります。
私は幹事を経験していない会長になります。今回、表
敬訪問に参加することも初めてという未熟者な２人で
すが、１年間どうぞよろしくお願いします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃よりわがクラブ
に対して特段のご厚情を賜り心より感謝とお礼を申し
上げます。先ほどもお話したとおり表敬訪問に参加す
ることが初めてでして、釧路クラブ様に参加すること
も初めてになります。人数もたくさんおりますし、知
り合いもたくさんおります。お世話になった先輩メン
バーもたくさんいるということで、とても緊張をして
おりますが、一言、ご挨拶申し上げたいと思います。
　３年以上の長きに亘り猛威を振るった新型コロナウ
イルスにより、人とふれあうことが悪とされる期間が
続き、クラブにおいて会員減少・出席率低下などの問
題はより一層大きく深くなっていると感じておりま
す。
そのような問題を解決すべく、わがクラブの培ってき
たアットホームで楽しい雰囲気を守りつつ、いままで
行ってきた事業・例会を継承しながら、また新しい事
業に挑戦していく。会員同士そして家族が交流し、友
情と理解を強く深めていくことが必要であると考えて
おります。
そのような思いから、わがクラブのスローガンを「勇
気を持って挑戦し続けよう」としました。変化に恐れ
ず勇気を持って前進し、新しい行動、新たな事業の取
り組みに挑戦し続けることがロータリアンとしての大
切な使命と考え、クラブ運営に努めていきたいと思っ
ております。一生懸命頑張って南クラブを盛り上げて
いきたいと思っております。

　最後になりますが、釧路ロータリークラブ会員の皆
さまのますますのご活躍とご健勝をお祈りいたしまし
て表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願いします。

釧路ベイロータリークラブ　
　　　　千葉　　潔会長、横山　　豊幹事

　さま、こんにちは。
今年度釧路ベイロー
タリークラブ第 27
代会長を仰せつかり
ました千葉潔と申し
ます。そして隣にお
りますのが今年度幹

事の横山豊君です。まだまだ未熟な２人ですが、１年
間どうぞよろしくお願いいたします。先ほど、小船井
様より乾杯のご挨拶をいただきました。その言葉を
しっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいりたいと思い
ます。ありがとうございました。
先ほど、小船井様より乾杯のご挨拶をいただきました。
その言葉をしっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいり
たいと思います。ありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様には、日頃より当クラブに対
して格別のご高配を賜り心から感謝とお礼を申し上げ
ます。ありがとうございます。
前年度は、第７分区事業として『飲酒運転撲滅及びチャ
リティーパークゴルフ大会』を開催し、当クラブはホ
スト役を務めさせていただきました。その際は、釧路
ロータリークラブ様にも大変ご尽力をいただきまして
誠にありがとうございました。また滝越直前会長・中
島直前幹事には、１年間大変お世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。ありがと
うございます。
　釧路ベイロータリークラブは、今年度会員数 19名・
新入会員２名・計 21名でスタートいたします。また
新型コロナウイルス感染症も、現在では第９波ます。
今年度は、当クラブの会員・家族を今まで以上に大切
に考えながら、新入会員の入会を推進し、他クラブと
の交流の輪をより一層広げる意味の思いを込めて「広
げようロータリーの輪」を会長方針といたしました。
良いところは継承しつつ、時代の流れに沿った新しい
ところを取り入れ、周りの人たちとの大きな輪ができ
ますように１年間頑張ってまいります。
また第７分区としては、各クラブの会長・幹事・皆さ
まと協力し合い、佐渡ガバナー補佐を支え分区として
の活動を盛り上げてまいりたいと思います。
　結びになりますが、後藤会長・佐藤幹事のますます
のご活躍と釧路ロータリークラブ会員皆さまのご盛栄
とご健勝をご祈念申し上げ表敬訪問の挨拶とさせてい
ただきます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　
　　　　小島　大輝会長、佐井　滉基幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
に与りました釧路北
ローターアクトクラ
ブ第 53代会長を拝
命いたしました小島
大輝と申します。隣

におりますのが、今年度幹事の佐井滉基会員です。ど
うぞ皆さま、１年間よろしくお願い申し上げます。
　はじめに、後藤会長・佐藤幹事をはじめとする釧路
ロータリークラブの皆さまには、毎年の助成金と多大
な支援をいただきまして、会員一同心より御礼申し上
げます。私自身今回このような場で皆さまに直接お会
いして感謝の気持ちをお伝えする場をいただけたこと
を心より嬉しく、また非常に楽しみにしておりました。
昨年度は加納直前会長の下、会員数が９名からと人数
が少ないスタートとなり、会員数の増強を一番の課題
とした１年間でした。その中で、河川敷清掃やハロウィ
ンイベントなど様々な活動に取り組みまして、最終的
には７名の新入会員を迎えることができ、現在 16名
のクラブとなっております。
こうしたアクトクラブの活動ですが、アクト会員だけ
で成り立っているものではなく、ロータリアンの皆さ
まをはじめとする多くの関係の皆さまのお力添えのも
とで成り立っていると強く感じております。釧路ロー
タリークラブの皆さまにも河川敷清掃の際には、直前
会長の滝越様、直前幹事の中島様に河川敷清掃にお越
しいただきました。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年度のテーマは「ともに開く活動の架け橋」
としました。クラブの会員一人ひとりが同じ目的を共
有して活動を行い、その活動をクラブの内外に広げて
行きたいとの思いからこのテーマを掲げさせていただ
きました。１番の重点目標としては、会員一人ひとり
がゲストを自分たちの例会にお呼びしたい、お越しい
ただきたいと思うような例会づくりを目指してまいり
ます。
　重ねてのお願いになりますが、釧路ロータリークラ
ブの皆さまには、ローターアクトクラブ

の活動を見てご興味を持たれた方がおられましたら、
18歳～30歳のお知り合いや従業員の方がいらっしゃ
ればぜひご入会を検討していただきまして、会長また
は幹事にご一報いただければ幸いです。
私自身、勤務先である税理士法人トップマネジメント・
甲賀伸彦所長の下、企業会員としてクラブに参加して
おります。おそらく私のような未熟な若輩者をクラブ

に入れるということで、所長もすごく心配をしたと思
いますけれども、クラブ活動の中で、こうした皆さま
がいる場でのご挨拶や礼儀作法などクラブに入ったこ
とで得られた貴重な経験がたくさんあります。ぜひ皆
さまもそのような経験を得られる機会だと感じており
ますので、ご検討いただければ幸いです。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブの皆さま
の今後ますますのご発展とご健勝を祈念いたしまして
表敬のご挨拶とさせていただきます。
　どうぞ皆さま１年間、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

会長謝辞 　後藤公貴会長
　余談からになりま
すけれども、北ロー
ターアクトクラブの
小島会長が甲賀先生
の前で話すというこ
とで大変緊張してお
りました。実は一昨

日「紙を見たら絶対にダメだからな」とプレッシャー
をかけておきました。甲賀先生、立派な挨拶でしたよ
ね。これからも自信を持って頑張ってください。
　本日ご来訪いただきました佐渡ガバナー補佐をはじ
めとします第７分区内の会長の皆さまの本年度の意気
込み、そしてわがクラブへのお気遣いのお言葉を大変
ありがとうございました。心からの感謝を申し上げさ
せていただきまして謝辞と代えさせていただきます。
　誠にありがとうございます。



 

　『ハンマー伝達式』
司会　樋口　貴広副会長

　本日は開会に先立
ちまして『ハンマー
伝達式』を執り行い
ます。
ハンマーの伝達は、
滝越直前会長より天
方ＳＡＡへ、天方Ｓ

ＡＡより後藤会長へお渡しいただきます。事務局・大
山さん、滝越直前会長へハンマーをお渡しください。
　滝越直前会長より天方ＳＡＡへ、天方ＳＡＡより後
藤会長へ、ハンマー伝達
（拍手）
　ただいま、後藤会長がしっかりとハンマーを受け取
りました。皆さま、どうぞ温かい激励の拍手をお願い
いたします。
　それでは、歴代会長の思いが詰まった歴史と伝統あ
るハンマーを受け継ぎました後藤会長、点鐘をお願い
いたします。

乾杯挨拶　小船井　修一パストガバナー
　それでは、乾杯の音頭を取らせていただきますが、
後藤会長の最初のスタートであります。皆さまようこ
そお越しいただきました。ありがとうございます。
　今年度は、先ほどもガバナー補佐とお話しをしてい

ましたが、鶴見さ
んは 1974 年６月
27日生まれ、49歳
です。私ども 2500
地区が札幌から分
かれて以来、一番
若いガバナーが出

たと思います。ちなみに私どもでは、逝去された清水
幸彦先生が今まで 51歳６カ月、１月１日生まれでし
たからその意味で一番若いガバナーの記録でしたが、
今回、記録を塗り替えます。
　来週から第７分区には『公式訪問』で、最初に鶴見
ガバナーがおじゃますると思いますが、可愛がって
やってください。可愛がるって変な言い方ですけれど、
このロータリーでは若干の 49歳です。他の団体だと
49歳はもういい歳かもしれませんが、まだまだ彼に
は未来がありますので、ご指導をいただく気持ちを持
ちながら公式訪問を迎えていただくことをお願い申し
上げまして、この場から皆さまが１年間、無事に終了
すること。もちろん当初の目標を実現することを願い
まして乾杯をさせていただきます。
「乾杯」
ありがとうございました。

後藤　公貴会長
　お食事を続けなが
ら、お耳だけ少し傾
けていただければと
思います。
改めまして、今年度
釧路ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり

ました後藤公貴です。
　佐渡ガバナー補佐をはじめ、ガバナー補佐事務局の
皆さま、そして第７分区内の会長・幹事、そして副幹
事の皆さま、ようこそ釧路ロータリークラブの今年度
第１回目の例会にお越しくださいました。限られた時
間、そして多少の緊張感の中とは思いますけれども、
ぜひわがクラブの雰囲気を楽しんでいただければと
思っております。
そして、釧路ロータリークラブメンバーの皆さまには、
本日の第１回目の例会は、私どものお正月の元日とい
うことになります。この新年度を迎えるに当たりまし
て、皆さまが新たな担えの中で、そして新たな決意を
持って邁進されることを心よりご祈念申し上げます。
そして、わがクラブを、そしてロータリーを存分に楽
しむ１年間にしていただければと強く願うところであ
ります。
　本日は、短くさせていただき、最後になります。１
年間は、皆さまのご指導ご鞭撻をもって頑張ってまい
りたいと思っております。皆さまご存じのとおり若輩
の会長です。皆さまのご協力がなければ前に進んで行
けません。私も１年間を一生懸命頑張りますので力を
貸していただくようお願い申し上げまして、本日のご
挨拶と代えさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんにちは。幹事の佐藤です。１年間どう
ぞよろしくお願いします。
幹事報告をさせていただきます。５点あります。
まず、『地区大会』のご案内が来ております。こちら
は後ほど皆さまにメールでご案内いたしますが、締め
切りが７月 21日、再来週となっておりますので、タ
イトなスケジュールとなっておりますが、皆さまご確
認をよろしくお願いいたします。
　続きまして、『清水パストガバナーお別れ会』につ
いてです。前年度の中島幹事からもご案内がありまし
たが、７月 25日水曜日 18時～ 20時、釧路センチュ
リーキャッスルホテル 2階にて執り行われます。こ
ちらは清水輝彦会員ならびにご家族様、清水病院様よ
り釧路ロータリークラブで当日会場のご協力の要請が

来ております。皆さまご協力をよろしくお願いいたし
ます。
それに伴いましてお悔やみの文書が届いております。
ＲＩ会長ならびに会長理事に代わり、事務総長ジョン・
ヒューコ様よりお悔やみの言葉が送られて来ておりま
す。掲示板に掲示しておりますので、ご覧いただきま
すようお願いいたします。
　続きまして、清水輝彦君より暑中お見舞いのお葉書
が届いております。こちらも掲示板に張らせていただ
いております。ご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　また、本日、例会終了後に『理事会』があります。
2階ローズホールですので、理事者の皆さま、ご出席
をお願いいたします。
　最後になりますが、『全道中学親善硬式野球大会』
のポスターが届いております。本日は例会終了後に皆
さまお持ち帰りいただきまして目立つ所に張っていた
だければと思います。
以上、大変長くなりましたが、幹事報告とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

第 7分区　佐渡　正幸ガバナー補佐
　　　　篠原　恒也ガバナー補佐幹事
　　　　荒木　潤一ガバナー補佐幹事
　　　　阿部　壽朗ガバナー補佐幹事

　皆さま、こんに
ちは。改めまして
2023－2024 年度
国際ロータリー第
2500 地区第７分区
ガバナー補佐を務
めます釧路北ロー

タリークラブ所属の佐渡正幸です。そして、ガバナー
補佐幹事を務めます篠原恒也君、荒木潤一君、そして
阿部壽朗君です。１年間大変お世話になります。どう
ぞよろしくお願いします。（拍手）
　先月６月８日に釧路クラブ様において講話をさせて
いただく機会をいただきました。前年度の滝越会長、
中島幹事には大変お世話になりまして、ありがとうご
ざいます。
その後、本年度から始まりました『事前のクラブ協議
会』では、私が主導の中で催をさせていただきました。
会長・幹事・役員・理事の皆さまから本当に真摯なる
ご発表をいただきまして、心から感謝御礼を申し上げ
る次第でございます。
　さて、釧路ロータリークラブは 1936 年の創立です。
この北海道ならびに７分区において、常にリーダーク

ラブとして素晴らしい活動を展開されているクラブと
私は思っております。常にロータリーの理念を遵守し、
その中で活動をされています。嵯峨さん、清水幸彦さ
ん、そして小船井さん、吉田潤司さんと多くのガバナー
を輩出し、分区内・地区内のみならず、国際奉仕、Ｒ
Ｉの活動についても深く理解をして活動をしているク
ラブと思っている次第です。
先ほど、小船井パストガバナーからも、本年度の鶴見
誠一郎ガバナーの話もありましたが、彼は若きリー
ダーとして頑張っていきます。私はガバナー補佐とし
てしっかりと鶴見ガバナーを補佐し支援していく立場
ですので、その役目を果たしていきたいと思っている
次第です。地区の中の情報をいち早く７分区に伝え、
そして分区内のそれぞれのクラブ活動を逆に地区に発
信していく役割を真摯に務めていきたいと思っており
ます。
　鶴見ガバナーのスローガンは『今こそ変わる勇気を !
　さぁ、一歩前へ』です。若きリーダーとしていろい
ろな改革をしながら、2500 地区ならびに各クラブの
活性化という目的が心根にあると思っていますので、
そのような思いで私も補佐したいと思っております。
　７分区の事業につきましては、先ほど後藤会長から
も話がありましたが、７月 29・30日に『全道中学親
善硬式野球大会』
が開催されます。
昨日も北海道新聞、
釧路新聞に赴き、
その話もしっかり
とさせていただき
ました。取材の方
もしっかり頼んできましたので、この活動を分区のみ
ならず地域の皆さまに、北海道の野球関係者の皆さま
に広く伝えていくことによって、ロータリーの公共的
イメージも図っていきたいと思っています。
　そして、分区内の一番のイベント事業『ＩＭ』につ
きましては、３月 16日土曜日に釧路北ロータリーク
ラブホストの下、開催をさせていただきます。「セレ
モニー」「プログラム」そして「友愛の広場」の中で、
しっかりと分区内の 310 名あまりのロータリアンの
皆さまと友情そして奉仕を深める大会としていきたい
と思いますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ本年度後
藤会長、そして佐藤幹事の下で、素晴らしいリーダー
シップで進んで行っていただきたいと思います。これ
から釧路クラブが 90周年、100 周年に向けて更なる
発展をご期待申し上げましてガバナー補佐としての挨
拶とさせていただきます。
　本年１年、大変お世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。ありがとうございました。

釧路北ロータリークラブ　
　　　　菊池　美恵子会長、佐久間　泰弘幹事

　皆さま、こんにち
は。2023-2024 年
度北ロータリークラ
ブ会長を仰せつかり
ました菊池美恵子で
す。横にいるのは幹
事の佐久間泰弘で

す。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、鶴見ガバナーは今年度「挑戦」をテーマに掲
げられております。北ロータリークラブもそれに習い
まして、あらゆる挑戦・チャレンジをする例会を展開
してまいります。
そして、今年度の北ロータリークラブの会長方針は
「のっく！のっく。のっく。～For Wellbeing～」です。
この「のっく」とは、扉を叩く音です。何の扉か、２
つございます。「心の扉」と「日本の扉」です。
　１つ目の「心の扉」は、ＤＥＩの Inclusion（インク
ルージョン）のためにロータリーの目的のひとつ、親
睦のための「のっく」です。親睦を図るということは、
夜のお酒の席を多く設けるのかと想像されると思いま
すが、そうではなく、会員の職業理解を通じて会員の
理解を深めるというものです。あらゆる職業の置かれ
ている状況・問題点、そしてお得情報を共有して会員
の新たな違った角度から会員理解を深めるという狙い
です。
　2つ目、ロータリーはグローバルな団体です。外国
の方と接することも多々あるかと思います。その時に、
日本の文化について問われた時に窮することもあるか
と思います。特に男性は、文化面について少し不得意
の方が多いかと思います。「ロータリーとは」を語る
ことももちろん大事です。学ぶことも大事です。です
が、その前に日本人のアイデンティティーの元となる
ものを語れるロータリアンでありたい。そう願う訳で
す。ということで、2つ目の扉は、「日本を知り、日
本を楽しむ」という扉です。
また、先ほどご挨拶した佐渡ガバナー補佐ですが、今
年度は北ロータリークラブからガバナー補佐を輩出さ
せていただきました。ということは、来年は『ＩＭ』
を担当することになると思います。釧路ロータリーク
ラブの多くの方にご協力・ご理解を賜ることになるか
と思いますので、その節はどうぞよろしくお願いいた
します。
そして、北ロータリーは、今年度 65周年を迎えます。
「５」という数字は飛躍の数字であり、卯年でもあり、
飛躍の数字ということで、なかなか良い数字ですが、
ちょっとした小さな事業をさせていただく予定にして
おります。
そして９月 30日、地区補助金をいただき釧路の始ま

りを祝う事業を行う予定です。釧路ロータリークラブ
の皆さまもお時間がありましたらどうぞ参加されて、
ちょっと顔を出して交流を深めていただければ幸いで
す。
　ゴードン R. マッキナリー会長は「世界の色にロー
タリーの輪を染めよう」と掲げられております。「世
界の色」、皆さまご承知でしょうか。釧路クラブの方
ですからもちろんご存じでしょう。向かって右にあり
ますロータリーのロゴ、そちらに表れている華やかな
色の組み合わせで明るい未来を予兆するものです。わ
が北ロータリークラブもロータリーの輪を世界の色に
染めたい。そして皆さまとご縁をつないでクラブ交流
を盛んにしてロータリーの輪が染まり、広がっていけ
ればいいと思っております。
　最後になりますけれども釧路ロータリークラブの会
長さんも幹事さんも飲食業ですので恐縮ですが、夜、
お出かけになられて、締めにはウチの幹事の「ＢＡＲ
佐久間」がございます。今年、北海道でチャンピオン
になりましたカクテルをご賞味いただいてお帰りにな
るのも一興かと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　それでは、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　
　　　　片山　清孝会長、森　　武人幹事

　白糠クラブの片山
です。森です。どう
ぞよろしくお願いし
ます。今日は森から
挨拶をさせますか
ら。
　失礼します。幹事

の森です。前年度ガバナー補佐の美馬より言付けを預
かっておりますので、お話をさせていただきます。
先般、開催いたしました『ＩＭ白糠大会』におきまし
ては、時節柄大変ご多用の中、小船井パストガバナー
には『基調講演』の講師をお引き受けて賜り大変有用
なお話を聞かせていただきありがとうございました。
また、釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまして
は、ＪＲをチャーターして白糠へご来場いただき大変
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
2023-2024 年度の後藤会長をはじめ佐藤幹事のます
ますのご健勝をご祈念申し上げ、また釧路ロータリー
クラブ会員皆さまのますますのご隆盛をご祈念申し上
げまして簡単粗辞ではありますけれどもご挨拶に代え
させていただきます。
１年間、よろしくお願いいたします。

釧路西ロータリークラブ　
　　　　金田　　剛会長、平　　信二副幹事

　こんにちは。西
ロータリークラブの
会長を務めます金田
と申します。今日は
幹事が欠席ですの
で、副幹事の平信二
君です。１年間、よ

ろしくお願いいたします。
　私は、２度目の会長でして、前回は５年前でした。
釧路クラブは脇会長の時に一緒にいろいろとやらせて
いただきまして、大変お世話になりました。
２度目の会長といいましても西クラブは人数が少ない
ので、私は 46歳で２回も回ってきました。46歳と
いいますと釧路クラブの幹事・佐藤君が中学の同級生
でして、サトペと呼んで遊んでいた仲です。
簡単で、このような感じですけれども若いだけで、な
んとか元気を持って行こうと思っていますので、ぜひ
温かい目で見ていただければと思います。
　1年間、よろしくお願いします。

　
釧路東ロータリークラブ　
　　　　板本　良治会長、清水　荘一幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度東ロータリークラ
ブの会長を務めます
板本です。隣におり
ますのが幹事の清水

荘一君です。不慣れな２人ですけれども１年間、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より当東クラブ
に対しまして特段のご厚情を賜り感謝とお礼を申し上
げます。ありがとうございます。
　さて、今年度のＲＩテーマは「世界の希望を生み出
そう」、そして 2500 地区の活動方針は「今こそ変わ
る勇気を！さぁ、一歩前へ」ということで、ロータリー
のつながりを生かし大きな夢を共に抱き、いま何を感
じ、描く未来へ向かってどのように行動するか。行動
することに意味があると謳われております。
こうした指針に応えるため当クラブは、昨年と同じ
33名でスタートしますが、クラブ設立 54年に亘っ
て先輩たちが培って来られたクラブ活動について、今
後はどうあるべきかを想像して、5年・10年後も個
性的で魅力あるクラブづくりを描いてみたいと思って
おります。
そして、釧路東ロータリークラブは、今年もポリオ基
金への協力や地域奉仕活動を継続するとともに、クラ
ブの活動を通して会員同士の親睦を一層深め、活力あ

るクラブ運営を行っていきたいと思っております。
佐渡ガバナー補佐の方針に基づいて篠原・荒木・阿部
補佐幹事とともに補佐を盛り立てていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のます
ますのご発展、後藤会長・佐藤幹事のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて表敬訪問の挨拶とさ
せていただきます。
　本日は、誠にありがとうございました。１年間、よ
ろしくお願いいたします。

音別ロータリークラブ　
　　　　工藤　　勝会長、祓川　智行幹事

　釧路ロータリーク
ラブの皆さま、こん
にちは。ただいまご
紹介いただきました
音別ロータリークラ
ブ本年度の会長は
45代目ですけれど

も、会長を務めさせていただきます工藤勝と申します。
隣におりますのが幹事を務めます祓川智行君です。１
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃より音別クラブ
に対しまして格別なるご高配を賜りまして誠にありが
とうございます。感謝申し上げます。
　さて、音別ロータリークラブは昨年度、荻原前会長
の尽力の下で４名の新入会員を迎えることができまし
た。今年度 16名でのスタートとなりました。私は経
験だけは長く音別ロータリークラブに入りまして 44
年が過ぎましたけれども、この間の時代の変化ととも
にＲＩの規定が変化して結構緩くなってきた感じがし
ます。奉仕のやり方等も随分変わってきた感じもしま
す。私自身、その中で年数は経っていますけれども結
構理解できていない部分があります。
そのようなことを踏まえて、今年度の音別ロータリー
クラブの会長方針は「ともにロータリーを学びましょ
う」とさせていただきました。例会が有意義に、楽し
く話ができたり聞かされたりすることを感じられる例
会であることが、当クラブの重点目標のひとつでもあ
る会員増強・退会防止に大変必要なことであると思い
ます。ロータリーを共に学ぶためのひとつとして例会
のプログラムを充実させなければならないとも考えて
おります。
この度の表敬訪問をとおして、釧路の各クラブ様には
ずっとお願いをしてまいりましたことで、どうぞ音別
ロータリークラブにメイクアップをしていただき、楽
しいほんわかとした卓話でも行っていただければ大変
ありがたいと思っております。釧路市内からだいぶ離
れておりますので、遠く大変ではありますけれども。

もちろん卓話なしでもメイクアップをしていただけれ
ば感謝いたします。これからの１年は地区内、また分
区内の行事等を積極的に多くの会員が参加できるよう
に務めてまいりたいと思います。
　結びとなりますけれども、釧路ロータリークラブ様
のますますのご繁栄と後藤会長・佐藤幹事はじめ会員
皆さまのご健勝とご活躍をご祈念申し上げまして私の
表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　
　　　　長江　孝文会長、佐藤　真之介幹事

　皆さん、こんに
ちは。ただいまご
紹介いただきまし
た釧路南ロータ
リークラブ会長を
仰せつかりました
長江孝文と申しま

す。隣におりますのは幹事の佐藤真之介君です。
私は入会をして６年目、佐藤幹事は７年目になります。
私は幹事を経験していない会長になります。今回、表
敬訪問に参加することも初めてという未熟者な２人で
すが、１年間どうぞよろしくお願いします。
　釧路ロータリークラブ様には、日頃よりわがクラブ
に対して特段のご厚情を賜り心より感謝とお礼を申し
上げます。先ほどもお話したとおり表敬訪問に参加す
ることが初めてでして、釧路クラブ様に参加すること
も初めてになります。人数もたくさんおりますし、知
り合いもたくさんおります。お世話になった先輩メン
バーもたくさんいるということで、とても緊張をして
おりますが、一言、ご挨拶申し上げたいと思います。
　３年以上の長きに亘り猛威を振るった新型コロナウ
イルスにより、人とふれあうことが悪とされる期間が
続き、クラブにおいて会員減少・出席率低下などの問
題はより一層大きく深くなっていると感じておりま
す。
そのような問題を解決すべく、わがクラブの培ってき
たアットホームで楽しい雰囲気を守りつつ、いままで
行ってきた事業・例会を継承しながら、また新しい事
業に挑戦していく。会員同士そして家族が交流し、友
情と理解を強く深めていくことが必要であると考えて
おります。
そのような思いから、わがクラブのスローガンを「勇
気を持って挑戦し続けよう」としました。変化に恐れ
ず勇気を持って前進し、新しい行動、新たな事業の取
り組みに挑戦し続けることがロータリアンとしての大
切な使命と考え、クラブ運営に努めていきたいと思っ
ております。一生懸命頑張って南クラブを盛り上げて
いきたいと思っております。

　最後になりますが、釧路ロータリークラブ会員の皆
さまのますますのご活躍とご健勝をお祈りいたしまし
て表敬訪問の挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞよろしくお願いします。

釧路ベイロータリークラブ　
　　　　千葉　　潔会長、横山　　豊幹事

　さま、こんにちは。
今年度釧路ベイロー
タリークラブ第 27
代会長を仰せつかり
ました千葉潔と申し
ます。そして隣にお
りますのが今年度幹

事の横山豊君です。まだまだ未熟な２人ですが、１年
間どうぞよろしくお願いいたします。先ほど、小船井
様より乾杯のご挨拶をいただきました。その言葉を
しっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいりたいと思い
ます。ありがとうございました。
先ほど、小船井様より乾杯のご挨拶をいただきました。
その言葉をしっかり胸に秘め１年間、頑張ってまいり
たいと思います。ありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様には、日頃より当クラブに対
して格別のご高配を賜り心から感謝とお礼を申し上げ
ます。ありがとうございます。
前年度は、第７分区事業として『飲酒運転撲滅及びチャ
リティーパークゴルフ大会』を開催し、当クラブはホ
スト役を務めさせていただきました。その際は、釧路
ロータリークラブ様にも大変ご尽力をいただきまして
誠にありがとうございました。また滝越直前会長・中
島直前幹事には、１年間大変お世話になりました。こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。ありがと
うございます。
　釧路ベイロータリークラブは、今年度会員数 19名・
新入会員２名・計 21名でスタートいたします。また
新型コロナウイルス感染症も、現在では第９波ます。
今年度は、当クラブの会員・家族を今まで以上に大切
に考えながら、新入会員の入会を推進し、他クラブと
の交流の輪をより一層広げる意味の思いを込めて「広
げようロータリーの輪」を会長方針といたしました。
良いところは継承しつつ、時代の流れに沿った新しい
ところを取り入れ、周りの人たちとの大きな輪ができ
ますように１年間頑張ってまいります。
また第７分区としては、各クラブの会長・幹事・皆さ
まと協力し合い、佐渡ガバナー補佐を支え分区として
の活動を盛り上げてまいりたいと思います。
　結びになりますが、後藤会長・佐藤幹事のますます
のご活躍と釧路ロータリークラブ会員皆さまのご盛栄
とご健勝をご祈念申し上げ表敬訪問の挨拶とさせてい
ただきます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　
　　　　小島　大輝会長、佐井　滉基幹事

　皆さま、こんにち
は。ただいまご紹介
に与りました釧路北
ローターアクトクラ
ブ第 53代会長を拝
命いたしました小島
大輝と申します。隣

におりますのが、今年度幹事の佐井滉基会員です。ど
うぞ皆さま、１年間よろしくお願い申し上げます。
　はじめに、後藤会長・佐藤幹事をはじめとする釧路
ロータリークラブの皆さまには、毎年の助成金と多大
な支援をいただきまして、会員一同心より御礼申し上
げます。私自身今回このような場で皆さまに直接お会
いして感謝の気持ちをお伝えする場をいただけたこと
を心より嬉しく、また非常に楽しみにしておりました。
昨年度は加納直前会長の下、会員数が９名からと人数
が少ないスタートとなり、会員数の増強を一番の課題
とした１年間でした。その中で、河川敷清掃やハロウィ
ンイベントなど様々な活動に取り組みまして、最終的
には７名の新入会員を迎えることができ、現在 16名
のクラブとなっております。
こうしたアクトクラブの活動ですが、アクト会員だけ
で成り立っているものではなく、ロータリアンの皆さ
まをはじめとする多くの関係の皆さまのお力添えのも
とで成り立っていると強く感じております。釧路ロー
タリークラブの皆さまにも河川敷清掃の際には、直前
会長の滝越様、直前幹事の中島様に河川敷清掃にお越
しいただきました。改めて御礼申し上げます。
　さて、今年度のテーマは「ともに開く活動の架け橋」
としました。クラブの会員一人ひとりが同じ目的を共
有して活動を行い、その活動をクラブの内外に広げて
行きたいとの思いからこのテーマを掲げさせていただ
きました。１番の重点目標としては、会員一人ひとり
がゲストを自分たちの例会にお呼びしたい、お越しい
ただきたいと思うような例会づくりを目指してまいり
ます。
　重ねてのお願いになりますが、釧路ロータリークラ
ブの皆さまには、ローターアクトクラブ

の活動を見てご興味を持たれた方がおられましたら、
18歳～30歳のお知り合いや従業員の方がいらっしゃ
ればぜひご入会を検討していただきまして、会長また
は幹事にご一報いただければ幸いです。
私自身、勤務先である税理士法人トップマネジメント・
甲賀伸彦所長の下、企業会員としてクラブに参加して
おります。おそらく私のような未熟な若輩者をクラブ

に入れるということで、所長もすごく心配をしたと思
いますけれども、クラブ活動の中で、こうした皆さま
がいる場でのご挨拶や礼儀作法などクラブに入ったこ
とで得られた貴重な経験がたくさんあります。ぜひ皆
さまもそのような経験を得られる機会だと感じており
ますので、ご検討いただければ幸いです。
　最後になりますが、釧路ロータリークラブの皆さま
の今後ますますのご発展とご健勝を祈念いたしまして
表敬のご挨拶とさせていただきます。
　どうぞ皆さま１年間、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

会長謝辞 　後藤公貴会長
　余談からになりま
すけれども、北ロー
ターアクトクラブの
小島会長が甲賀先生
の前で話すというこ
とで大変緊張してお
りました。実は一昨

日「紙を見たら絶対にダメだからな」とプレッシャー
をかけておきました。甲賀先生、立派な挨拶でしたよ
ね。これからも自信を持って頑張ってください。
　本日ご来訪いただきました佐渡ガバナー補佐をはじ
めとします第７分区内の会長の皆さまの本年度の意気
込み、そしてわがクラブへのお気遣いのお言葉を大変
ありがとうございました。心からの感謝を申し上げさ
せていただきまして謝辞と代えさせていただきます。
　誠にありがとうございます。


